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第一
編
政

第一
堂・
建国三O年の歩み

ケ苫暗いJ－
A刻一白州
復興と建設

治

中
帯
人
民
共
和
国三
O
年の
歩みは、
現
代
史

に
お
ける
最
も
剃
激
的な
ド
ラ
マ
で
あっ
た。

一
九四
九
年一
O
月一
目、
中
国
寧
命を
支え

た
広
範
な
民
族
統
一

戦
線
を
基
盤
に、

人
民
民
主

主
義
独
裁
の
国
家
と
し
て
誕
生
し
た
中
国
に
と
っ

て、
ま
ず
必
要な
こ
と
は、
草
命と
内
戦で
破
壊

さ
れ
班
弊
し
た
悶
民
経
詩
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
で

招一縮政1 

治あっ
た。
こ
うし
て
中
国は
国
営
経
済を
指
導的

フ
ァ
ク
タ
ー
に
し
な
が
ら、
「
公
私
兼
顕・
労
使

両
利」
の
原
則に
もとづ
き、
私
的
資
本
主
義
経

済
・

国
家
資
本
主
義
経
済
を
調
整
し
句
つ、

国
家

の
再
建に
の
り
だし
てい
っ
た。
こ
こ
に、
い
わ

ゆる
新
民
主
主
義
国
家と
し
て
の
中
国の
社
会
主

義
改
造に
着
手し
て
ゆ
く
体
制が
形
成
さ
れ
は
じ

め
たの
で
ある。

対
外
的に
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後、
い
ち

は
や
くy
述、
東
欧の
社
会
主
義
国
や
イン
ド
な

どの
ア
ジ
ア
の
国々
が、
そ
し
て
翌五
O
年に
な

る
と
イ
ギ
ロ
ス
も
中
国
に
承
認
を
与
え、

新
生
中

国は
世
界に
向っ
て
その
第一
歩を
踏
み
出し
て

いっ
た・

もと
よ
p、
社
会
主
義
兄
弟
国の
y
述と
の
友

好が
当
時の
最
大の
対
外
目
標で
あ
p、
は
や
く

も四
九
年一
二
月、
毛
沢
東は
み
ずか
ら
モ
ス
ク

ワ
を
訪れ、
翌五
O
年二
月に
は
中y
友
好
同
盟

相
互
援
助
条
約が
整相
さ
れ、
同
時に
各
種の
協

定が
中y
間に
調
印
さ
れ
て、
y
速の
援
助の
も

と
に
新
国
家の
建
設に
着
手し
よ
うと
し
たの
で

あっ
た＠
し
か
し、
ス
タ
1
9シ
体
制
下の
y
速

が
中
国に
与
え
た
援
助は
中
国
側の
期
待を
大
き

く
下
ま
わ
P、
こ
の
と
きの
中y
交
渉
も
難
航
を
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重ね
た
こ
と
が
今日
明ら
か
に
なっ
て
い
る 。
し

か
も1
建
国ま
もない
中
国は 、．一
九五
O
年
六

月、
朝
鮮
戦
争の
勃
発に
直
面しA
同
年一
O
月

に
は
中
国
人
民
志 ．臥
思を
朝
鮮に
派
遣
する
こ
と

と
な
り 、
中
国は
ふ
た
た
び
臨
戦
体
制を
よ
ぎ
な

く
さ
れ 、
こ
こ
に
全
国
的な
抗
米
援
朝
運
動が
展

開
さ
れ
たの
で
ある目 。
こ
の
間五
O
年一
O
月 、

チベ
ッ
ト
も
解
放
さ
れ 、
台
湾を
除
く
中
華
人
民

共
和
国の
版
図が
こ
こ
に
砲
定し
た 。

周
知の
よ
うに
朝
鮮
戦
争は、
米
中
対
決と
い

う
ア
ジ
アの
冷
戦
構
造の
基
本パ
タ
ー
ン
を
形
成

する
こ
と
に
なっ
た
が 、
中
国は
こ
の
よ
う
な
緊

政
情勢の
な
か
で一
九五
O
年
六
月 、
土
地
改
革

法を
公
布し 、
土
地
改
革は
五二
年
末を
もっ
て

完
了し
た 。
こ
こ
に
中
国
社
会を
伝
統
的に
特
徴

づ
け
て
きた
中
国
農
村の
状
況は
まっ
た
く一

新

され
る
こ
と
と
なっ
たの
で
ある 。

こ
うし
て
中
国
農
村は
新し
く
生
ま
れ
か
わ

り 、
地
主
階
般が
打
倒
さ
れ
て
土
地
を
手に
し
た

農
民
（
貧
農・
中
農）
に
よ
る
農
業生
産
も
著し

い
上
昇を
示し
た
が 、
し
か
し 、
その
後
も
恒
常

的に
農業生
産
力を増
進さ
せ
る
こ
と
は
やは
P

き
わ
め
て
困
難な
課
題で
あ
り 、

五
三
年に
な
る

と

農業生
産の
停
滞
的な
傾
向
も
あ
ら
わ
れ
た 。

v－－－P
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こ
の
よ
うな
農
業面
での
停
滞は
中
国の
指
導
者

に
新た
な
生
産
関
係
変
革へ
の
意
識を
促し 、
ま

ず
農村の
互
助
組を 、
つ
い
で
初
級
操
業協
同
組

合
（
初級

農業合
作
社）
を
組
織
化
する
こ
と
を

決
意
させ
て
いっ
た 。
な
ぜ
な
ら 、
経
済の
基
本

的な
部
分を
操
業
生
産に
依
存し
て
い
る
中
国に

とって）
小
土
地
所
有農
民に
分割され
た
小銭

経
済が
ふ
た
た
び
定
着し
て
ゆ
くこ
と
は－
中
国

が
目
指
す
社
会主
義
改
造に
とっ
て
も
大
きな
障

害に
な
る
もの
だ
と
見な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る 。

し
か
し 、
土
地
を
も・つ
こ
と
に
革
命へ
の
参
加の

最大の
源
泉を
見
出し
て
き
た
多
くの

農民に
と

っ
て 、
ひ
と
た
び
解
放
さ
れ
た
土
地
が
ふ
た
た
び

集
固
化
さ
れ
て
ゆ
くこ
と
は
きわ
め
て
深
刻な
問

題で
も
あ
p 、
土
地
改革か
ら
操
業
集
団
化へ
の

歩
みの
な
か
に
は 、
中
国
農
村に
お
け
る
革
命と

保
守 、
創
成と
伝
統を
め
ぐっ
て
さ
ま
ざ
ま
な
札

磁
や
緊
張が
生じ
たの
で
あっ
た 。

だ
が 、
こ
の
よ
う
な
状
況
も 、

朝鮮
戦
争に
よ

る
危
機
感と
抗
米
援
朝を
スロ
ー

ガン
に
し
た
民

族
的な
再
団
結
運
動の
展
開に
よっ
て、
その
打

開が
大い
に
助
け
ら
れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い 。
現に一
九五一
年
初
頭か
ら
三
反・
五
反
運

動
（三
反と
は
食
汚・
浪
費・
官
僚主
義へ
の
反 i,(1 

対。
五
反と
は、
問収
賄・
脱
税・

国家資
材
や

原
料お
よ
び
国
家
経
済の

情報盗
み
と
pへ
の
反

対）
が
お
こ
な
わ
れ 、
旧
社
会の
思想
や
減
絡
を

一
掃
する
た
めの
広
範な
思
想
改
造
運
動・
人
間

改
造
運
動がつ
ぎつ
ぎに
展
開
さ
れ
て
いっ
た 。

こ
うし
たな
か
で、
は
や
く
も五一
年
末に
は、・

土
地
改革に
よっ
て
永
年の
捗だっ
た
土
地
を
は

じ
めて
手に
入れ
た一
農
民
党
員・
苧四
惑が、・

「こ
の
うえ
革命し
て
ど
う
する
の
か」
と
路っ

たこ
と
を
材
料に、
小

決意撤退放の
運
動が
お

こ
な
わ
れ、
さら
に
の
ちに
胡
風
事
件の
きっ
か

け
と
もなっ
た 、
胡
風の
文
芸
思
都
批
判の
前
論

会
も
閃か
れ
て
い
る。
こ
の
よ
うに、
農
柴・
工

業分
野の
経
済
的
変
革と
旧
思
想
批
判に
よ
る
窓

織
改
造・
思
想
改
造を
通じ
て 、
中
国は
社
会
主

義
改
造へ
の
厳しい
準
備を
盤
え
て
いっ
た 。

対
外
的には、
一
九四
九
年の
い
わゆ
る
「
劉

少
奇テ
lぜ」
に
代
表
され
る
民
族
解放
武
装
闘

争の
支
援と
鼓
舞を 、
コ
ミン
フ
オ
ル
ム
の
政
策

と
も
関
連し
て
ア
ジ
ア
各
国の
輩命
勢
力
に
向
け

て
打ち
出し、
同
時に
世
界
平
和
運
動に
も
税
極

的で
あっ
た
が 、
い
ま
だ
建
国
直
後で
あ
p 、
み

ずか
ら
朝
鮮
戦
争に
直
面し
て
い
た
当
時の
中
国

は 、
民
族
的
団
結の
もと
で
内
政
よの
問
題に
全

謹話誼盟融棚世間暗証酔世相噛齢制加間帯構畑町田町師事国畑町駒田且田町、ー守町一一一一一一一



力
を
集
中
し
て
い
た
と
見
な
し
て
よ
く、
積
極
的

な
外
交
活
動
は
ま
だ
民
間
さ
れ
な
かっ
た。

第二節
国内的安定と平和外交

普1

中
国
は、
や
が
て
朝
鮮
戦
争
休
戦
後の
五
三
年

後
半
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
的
な
圏
内
建
設
に
着
手

し
て
い
っ
た。
ソ
巡
か
ら
の
援
助
を
基
礎
と
す
る

重
工
業
中
心
の
第一
次
五
カ
年
計
商
ご
九
五
三

年t
一

九
五
七
年）
は、

王
五
年
七
月
に
正
式
採

択
さ
れ
た
も
の
だ
と
は
い
え、
す
で
に
五
三
年
か

ら
尖
行に
移
さ
れ
て
工
業
化へ
の
第一
歩
を
踏
み

だ
し
て
い
っ
た。

同
時に一
九
五
三
年
後
半
か
ら
は
初
め
て
の
宋

端
選
挙
を
通
じ
て
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
の
選

出
が
お
こ
な
わ
れ、
そ
れ
に
並
行
し
て
毛
沢
東の

「
過
泌
期の
総
路
線に
関
す
る
指
示」
が
大
衆
討

論
に
か
け
ら
れ
て
い
っ
た 。

五
四
年
九
月
の
全
国

人
民
代
表
大
会
（
第
一

期
第
一

回）

は 、

長
期
に

わ
た
る
漸
進
的
な
社
会
主
義
建
設
の
謀
本
方
針
と

し
て、
「
過
渡
期の
総
路
線」
を
E
式
に
採
択
し、

こ
う
し
た
お
歩
前
進
の
基
本
路
線
は 、

こ
の
大
会

此；内 ・凶3 

野

で
決
定
し
た
中
犠
人
民
共
和
国
窓
法
の
前
文
に
も

成
文
化
さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
国
内
建
設の
長
期
的・
斬
進
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
は、
中
国の
対
外
政
策
に
も
反
映
し、

中
国
は
こ
の
時
期
に
対
外
政
策
に
お
け
る
平
和
共

存
的
志
向
を
もっ
と
も
強
め
た
の
で
あ
る。
五
四

年
六
月
の
中
印
共
同
戸
明
で
有
名
な
「
平
和
五
原

則」
を
確
認、
同
年
九
t一
O
月
に
は
ス
タ
l
p

ン
時
代の
不
平
等
な
中
ソ
関
係
を
プ
ル
ガ
l
エ

ン、
フ
ル
シ
チョ
フ
ら
y
述の
新
し
い
首
脳
群の

訪
中
を
機
に
修
正
し
た
の
ち、
主
と
し
て
周
思
来

が
外
交
を
担っ
た
当
時の
中
国
は、
ネ
l
ル
首
相

の
串
い
る
イ
ン
ド
と
と
も
に、
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ

カ
新
興
独
立
緒
図の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
目
覚
ま
し

い
外
交
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

五
四
年
七
月
の
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
協
定
成
立 、

翌
五
五
年
四
月
の
第
一

回
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
会

議
会
ン
ド
ン
会
議｝
の
成
功
は
中
国の
平
和
五

原
則
外
交
に
負
う
と
こ
ろ
が
多い
二
つ
の
特
鍛
す

べ

き
成
果
で
あり 、
五
五
年
八
月に
は
米
中
大
使

級
会
談
も
初
め
て
開
催
さ
れ
た。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
五
六
年
六
月
の
全
国

人
民
代
表
大
会
（
第一
期
第
三
回）
で
お
こ
な
わ

れ
た
周
思
来
前
説
「
当
而の
悶
際
情
勢
と
中
間の

外
交
政
策
お
よ
び
台
湾
解放の
問
題
に
つ
い
て」

は、
中
国の
平
和
五
原
則
外
交
を

集大成
す
る
立

場
か
ら
驚
く
ほ
ど
柔
軟
な
対
外
姿
勢
を
示
し
て
お

p、
台
湾
に
つ
い
て
も
もっ
ぱ
ら
平
和
解
放
を
呼

び
か
け
た
の
で
あ
る

。

そ
れ
だ
け
に
中
闘
の
威
信
と
影
緋
カ
は
鴻
大の

一
途
を
た
ど
p、
中
国
は
世
界
の
新
興
独
立
国の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
の
位
置
を
与
え
ら
れ
た
か

に
み
え
た
が、
し
か
し
こ
う
し
て
内
外
と
も
に
安

定
的
な
建
設
期の
内
面
に
お
い
て、
災
は
内
政
上

の
盛
大
な
転
換へ
の
胎
動
が
す
で
に
始
まっ
て
い

た
こ
と
も
無
視
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い。

ま
ず、
第一
次
五
カ
年
計
画
が
正
式に
採
択
さ

れ
た
日
の
翌
日
（一
九
五
五
年
七
月
三一
日）、

毛
沢
東は
中
国
共
産
党
全
国
各
省・
市・
区
党
委

員
会
書
記
会
議
を
招
集
し
て、
「

農業協
同
化
の

問
題
に
つ
い
て」
と
題
す
る
報
告
を
お
こ
な
い、

「
過
渡
期の
総
路
線」
の
構
想
を
は
る
か
に
上
ま

わ
る
急
激
な
農
業
集
団
化
を
呼
び
か
け
た。
こ
の

毛
沢
東
報
告
は、
宇
宙
春
国
家
計
画
委
員
会
主
任

が、
第一
次
五
カ
年
計
画
提
案
に
か
ん
し
て
の
ペ

た、
「
過
減
期
に
お
け
る
基本
的
任
務
を
や
り
遂

げ
る
に
は、
復
興
期の
三
年
を
除
い
で
ほ
ぽ一
五

年
の
年
月、
つ
まり
大
体 、
五
カ
年
計
闘
が
三つ

理h』畠
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必要である」との見解に示される長期的・

漸進
的
な
社会
主
義
建設の
プロ
グ
ラム
とは
根

本
的に
異
な
る
もの
で
あp、
こうし
て五
五
年

後半
か
ら
は、
毛
沢東の
呼び
か
けの
も
と
に、

中悶農村の必間
化が急
激に
進め
ら
れ、急進

的な
社
会
主
義建
設へ
の
路
線
転
換が
開
始
され

たの
で
あ
る。

こ
の
ような
経綿で著しく
加速
化さ
れ
た農

業集団
化は、
五六
年末までにほぼ
完成し、

同
時に
手
工
業の
協
同化、資
本
主
義的
工
商
業

の
公
私
合
営
化
も
完了
し、
中
国の
社
会
主
義
改

造は
五
六
年
末
を
もっ
て一
応の
完
成を
み
た
と

さ
れたの
で
ある。
そ
し
て、
「
毛
沢
東
思
想」

の
勝利が
鍛えられるとと
もに、
劉少
奇はこ

の
年の
中
国
共

路党λ
金大
会で
、「中
国はい
ま

やプロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁の
国
家に
なっ
た」

と
誇ら
か
に
続
税し
たの
で
あ
る。

こうし
て、
社
会
主
義建
設の
出
発
点
にお
け

る
合意で
あ
り
建
国の
理
念で
も
あっ
た
「
過
渡

期の
総
路
線」
か
ら
の
急
激
な
転
換
が
毛
沢
東の

強引な
指時に
よっ
て
おこなわ
れた
第一
の
背

品川としては、

決議生・箆の
発股の
ために
ま
ず

生産関係の
変市をおこない
大
衆動
員に
よっ

て
生
産
カの
服
逃
を
は
か
ろ
う
と
し
た
「
毛
沢
東

ーιF

． 
思
想」
が
穏歩前進型
社会主
義改造へ
の
激し

い
批判を
含んで
強調されはじめたこ
とを
指

摘
できる。
第二
に
は、
五
四
年
か
ら
五
五
年に

か
けて
中悶
共産
党を
ゆさ
ぶっ
た荷
崩・餓散

布
事
件
に
魚
徴
さ
れ
る
政
治
的
緊張
を
指
摘
せ
ね

ば
な
ら
な
い。
第
三
に
は、
五
四
年
の
「
紅
楼
拶

論
争」
か
ら
五
五
年の
胡
風
批
判にい
た
る
過
程

で
生じ
た
上
部
構
造の
緊
張
や
知
識人の
離
反・

沈
黙とい
う
状
況が
指
摘で
き
よ
う。

こ
の
よう
に
し
て、
政
治
的に
も
イ
デ
オロ
ギ

ー
上で
もさ
まざまな
矛
盾
や
緊
張が
斡秘さ
れ

つ
つ
あっ
た
だ
け
に、
毛
沢
東
は一
挙
に
操
業
集

団
化
を
断
行
し、
社
会
主
義
建
般の
本命
的
前
進

をは
かつ
て情
勢を
転換
し
よう
と
し
た
もの
と

思わ
れる。

こ
の
ような
ときに、
一
九
五
六
年三月、y

述
共
産
党
第二
O
回大
会で
「
ス
タ
l
p
シ
批

判」
が
敢
行
さ
れ、
ス
タ
l
pン
神
話が一
挙に

崩
壊し
た
こと
は、
中
国の
指
導
者に
も
深
刻な

街般を与え
ずに
はお
か
なかっ
た。
毛
沢
東は

「
ス
タ
l
p
ン
批
判」
を
目
的取
し
た
あ
と、
五
六

年
四
月
に
重
要
な
党
内
文
献
で
あ
る
「
十
大
関

係に
つ
い
て
」

を
執怨し、
経
済
建設・
人
民
内

部の
諸
関
係・
対
外
関
係
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン 1

 
．

 
置

的
弊
容
を
克服
する
方
向
な
ど
を
すでに
指摘し

はじめて
い
た。
「人
民
内
部の
矛
盾」
という

考え
方が
そ
れ
で
ある。

つ
い
で
中
国
共
産
党は、
五
六年五月
か
ら
六

月に
か
けて、
知
搬入に
たい
し
て
は
「
百
花
斉

放・
百家
争鳴」
を
呼びか
け、
民主諸党派に

は
『長期共
存・
相互監督」
を
提
案し
たの
で

あ
る。
こ
う
し
てい
ちば
や
く
「
人
民
内
部の
矛

盾」
を
克服する
方向性が
打ちだされ、
同
時

に
「ス
タi
pシ
批判」
とハ
ン
ガ
リー
事
件に

際し
て
は、
そ
れ
ぞ
れ
『プロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

裁の
歴
虫
的
経
験に
つ
い
て」
と
題
する
論
文お

よ
び
その
再
論を
発表し、
ス
タ19シ
的
弊
容

の
克
服に
か
ん
する
中
図
共
産
党の
独
自の
見
解

を
表
明し
た。

そうし
た背
卦が
あっ
ただ
けに、
五
六
年
九

月、
一
九
四
五
年
の
七
金
夫
会
い
ら
い一
一
年
ぶ

り
に
そ
し
て
建
国
後
初め
て
開か
れ
た
中
国共
産

党
λ
金
大
会
は、
自
己の
偉
大な
勝利と
前進を

内
外に
大きく誇示し
た
大
会と
なっ
た。
と
の

大
会で
は
毛
沢
東と
と
もに、
劉少
奇、郡
小
平

ら
の
指
導
者
が
クロ
ーズ
アッ
プ
さ
れ、
劉
少
奇

が
政
治
報
告を、
部
小
平が
党
規
約
改正
窪田
を

お
こ
なっ
た
が、
・と
くに
党
規
約
改正に
か
ん
し

.Q!'g.，...－，浄砂�........ ...., ...... 
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中
国の
核
保
有が
間
近い
こ
と
を
考
慮し
つ
つ、

『
東
風が
商
風を
圧
倒
する」
とい
う
有
名
な
世

界
認
識を
表
明し
た
が、
こ
の
毛
沢
東の
世
界
認

織が、
y
迎を
は
じ
め
と
する
兄
弟
諸
国に
受け

い
れ
ら
れな
かっ
た
こ
と
は、
毛
沢
東がこ
の
時

期の
内
政
上の
経
験に
よっ
て
固め
た
「
社
会
主

義
社
会での
階
級
闘
争」
とい
う
毛
沢
東
型
社
会

主
義
視を、
さ
ら
に
固
定
佑
させ
る
こ
と
に
もな

っ
た。こ

うし
た
な
か
で
聞か
れ
たの
が一
九
五
八
年

五
月の
中
国
共
産
党λ
金
大
会
第二
回
会
様で
あ

る。
こ
の
大
会で
政
治
報
告を
おこ
なっ
た
劉
少

奇は、
の
ちに
文
化
大
革命で
批
判
さ
れ
る
こ
と

に
なっ
た
が、
し
か
し
当
時は
毛
沢
東の
社
会
主

義
建
設の
方
式に
全
面
的に依
拠
す
る
か
た
ち

で、
急
激な
社会
主
義
建
設の
方
針、
つ
ま
り

「
大
脱
退」
政
策の
基
本
方
向
を
公
式に
打
ち
だ

し、
こ
こ
に
中
国で
は
『
総
路
線・
大
蹴
逃・
人

民
公
社」
とい
う三
面
紅旗の
「
大
胆
進」
政
策

が
断
行
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た。

対
外
的に
は、
五
八
年
瓦の
中
東
危
機
や
台
湾

海峡の危機といった
緊張情勢を背景に、
翌

五
九
年
秋の
中
印
国
境紛
争に
おい
て
も
示
さ
れ

た
よ
うに、
帝
国
主
義と
『
まっ
こ
うか
ら
対
決

ナる」
短
期決
戦
政
策を
打
ち
だし
て
い
っ
た。

こ
の
よ
うな
政
策に
立っ
た
中
国は、
の
ちに

み
る
よ
うに、
当
時の
国
際
情
勢を
め
ぐっ
て
も

すで
に
y
述との
対
立
を
潜
在
させ、
台
湾
海
峡

の
危
機に
示
され
た
中
国の
強
硬
な
方針
（
その

頂
点と
し
ての
金
問
島へ
の
砲
撃
開
始）
は、
中

国に
たい
する
フ
ル
シ
チョ
フ
の
n
内
政
干
渉μ

（
中
国の
核
保
有を
y
速が
技
術
的に
支
援
する

か
わ
pに
中
国
領
内に
y
迎の
核
基
地
を
設
置

し、
ソ
速の
指
揮
下に
中y
迎
合
艦
隊をつ
くる

こ
と
な
ど
を
要
求し
た
とい
わ
れて
い
る）
へ
の

強い
反
駁の
意
味を
そこ
に
含ませてい
た
こ
と

も
今日
明ら
か
に
なっ
て
い
る。

と
こ
ろ
で
「
大
躍
進」
政
策は、
「
衆
人こ
ぞ

っ
て
薪を
くべ
れ
ば
炎
も
高し」
とい
う
中
閣の

諺を
ひい
て
推
進
さ
れ
た
と
お
p、
そ
し
て
その

こ
ろ

ご
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
迫
い
つ
を」
追
い
越

せ」
と
い
う
国
家
目
標
が
提示
さ
れ
たこ
と
に
見

ら
れ
る
よ
うに、
経
詩
的に
立
ち
お
くれてい
る

中
国で
あっ
て
も、
労
働
カの
大
武
投
入に
よ
る

人
海
戦
術
的な
社
会
主
義
建
設
方
式を
と
れ
ば
生

産
力は
飛臨的に
発
展
する、
と
い
うもの
で
あ

っ
た。

そ
れ
は、

民
衆
の
主
観
的
能
動
性
に
全
而

的に
依
拠し
よ
うと
し
た
毛
沢
東
独
自の
政
策で 1

 

．
 
4

 
．

 

－lh川‘
・1tふー

あ
p、
「
社
会主
義
建
設の
総
路
線」
に
示
さ
れ

た
よ
うに、
『
大い
に
意
気
込
み、
つ
ね
に
商い

目
標を
目
指し、
よ
p
多く、
よ
り
早
く、
よ
p

良
く、
よ
p
経
済
的に
社
会
主
義を
建
設
する」

というスローガンが打ちだされたのであっ

た。人
民
公
社は、
こ
うし
た
「
大
胆
進』
政
策の

実
行
単
位と
し
て
五
λ
年
末
まで
に
全
国の
農
村

で

組織佑
さ
れ、
台
狩
海
峡の
危
機を
背
景と
す

る
国
際
緊
張の
た
だ
な
か
で
全
中
国が
熟
産
的な

「
大
開
巡』
運
動の
柑
禍
と
化し
ていっ
た。

同
時に
全
国の
農
村で
は、
い
わ
ゆる
土
法
高

炉が
建
紋
さ
れ、
「
すべ
ての
農
村が
工
場に
な

る」
こ
と
が
し
き
り
に
強
調
さ
れ
た
が、
や
が
て

そこ
で
生
産
さ
れ
た
鉄は、
実
際に
は
役
立
た
な

い
ば
か
p
か、
市
場
価格よ
り
もは
る
か
に
商
倒

な代価を文払わなければならないものであ

る
こ
と
が
わ
か
p、
ひ
た
す
ら
畿
民
大
衆の
主
観

的
能
動
性に
依
拠し
た
『
大
脇
進」
政
策の
ひ
ず

み
は、
翌
五
九
年に
は
は
や
く
も
深
刻な
か
た
ち

で

各燐村に
顕
在
化し、
中
国
共
麗
党は
「
大
路

逃」
政
策の
当
初の
スロ
ー
ガ
ン
を
お
ろ
し、
生

産の
越山市
目械
を
大
幅に
修正
せ
ざる
を
え
な
く

なっ
たの
で
ある。
こ
うし
て
中
国は
大
き
な
社

iヨ君主品，..－....－.目目－�官干市
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て
は 、
「ス
タ
ー
リン

批
判」
の
影
斡下
で 、
毛

沢
東へ
の
倒人
技
拝
的な
色
彩
を
党規
約か
ら
排

除し
たの
で
あ
る 。

翌五
七
年二
月に 、
毛
沢
東は 、
「
人
民
内
部

の
矛
府を
正し
く
処
理
する
問
題につ
い
て」
と

題
する
誼
喪な
秘
話を
お
こ
なっ
た
が 、
こ
の
講

話に
もと ．つ
い
て
同
年四
月
か
ら
は 、
主とし
て

共
産
党員の
官
僚
主
義・
セ
ク
ト

主
義・
主
観
主

義を
克
服
する
第二
次
強
風
運
動が
展
開
さ
れ 、

玉
t

六
月に
か
け
て
は
「
百
花
持
放・
百
家
争

鳴」
浬
動
を
よ
う
や
く

大
規
模な
大
衆
運
動と
し

て
展
開
するこ
と
に
成
功し 、
「
言
者
無
罪」
を

強
調し
て 、
共
産
党へ
の
批
判
さ
え
積
極
的に
呼

び
か
け
たの
で
あっ
た 。

こ
の
時
期の
中
国
共
産党は 、
y
迎
共
産
党が

非ス
タ
ー
リン

化の
過
程で
の
東
欧の
動
乱
（
ポ

ー
ラン
ドの

ポ
ズ
ナニ
恭
助
や 、
ハ
ン
ガ
D
l

事
件）
に
よっ
て
動
揺し 、
y
連
共
産
党の
威
信

が
著し
く

低
下し
て
い
たの
に
く
らべ
て 、
中
国

共
産
党の
威
信は
むし
ろ
高ま
り 、
周
恩
来は 、

非ス
ター
リン

化
過
程で
の
東
欧
諸
国の
動
嬬を

抑え 、
y
速と
の
再
団
結を
は
か
る
た
め
の
調
整

役と
し
て 、
初め
て
東
欧
を
訪れ 、
重
要な
役
割

を
演じ
た
の
で
あっ
た 。

�1-·ttd 政戸� 

第三節
決定的転換と「大躍進」

『
百
花
斉
放・
百
家
争
鳴」
運
動が 、
予
想
だ

に
し
な
い
中
国
共
産
党
批
判 、
す
な
わ
ち
毛
沢
東

総
力へ
の
批
判と
なっ
て
は
ね
か
えっ
て
き
た
と

き 、
中
国
共
産
党は 、
一
九五
七
年
六
月
八
日
を

期し
て 、
こ
の
運
動を
「
反
社
会
主
義の
毒
草」

を一
掃
する
た
め
の
反
右
派
闘
争へ
と
急
遮
転
換

させ
て
いっ
た 。
ま
もな
く

数
多くの
民
主
諸
党

派
人
士 、
知
識
人
や
著
名な
党
員
作
家・
丁
玲な

ど 、
中
国
共
産
党へ
の
批
判
や
抵
抗
を
示し
た
も

の
は
すべ
て
「
右
派
分
子」
と
し
て
葬ら
れてい

っ
た
の
で
あ
る 。

反
省
派
闘
争
が
展
開
さ
れる
や 、
ふ
た
た
び
盤

風
運
動
も
強
化
さ
れ 、
中
国
共
産
党へ
の
批
判を

提
起し
た
人
び
と
は
つ
ぎつ
ぎに
追
放
さ
れ
て
い

っ
た 。だ

が 、
こ
の
急
激な
転
換こ
そ 、
中
華
人
民
共

和
国
の 、
そし
て
中
国
革命
のこ
れ
まで
の
プロ

セ
ス
の
な
か
で
もっ
と
も
街
脚本
的な
意
味を
もっ

決
定
的な
転
換で
あっ
た 。
民
主
諾
党派の
知
識

人
や
党
外の
D
l

ダ
ー

た
ちへ
の
中
国
共
産
党の

対
応とい
う

点か
らし
で
も 、
そ
れ
は
中
国
本
命

を
支え
た
民
族
統一
戦
線の
論
理
か
らの
完
全
な

決
別を
意
味し
たの
で
あ
p 、
こ
れ
以
後
中
国は

文
字ど
お
p
中
国
共
産
党の一
党
独
裁
体
制を
強

化し 、
社
会
主
務社
会に
お
ける
複
数政
党の
存

在と
い
う 、
中
華
人
民
共和
国の
建
国
当
初のユ

＝
！
ク
な
原
則は
形
骸
化し
ていっ
た
の
で
あ

る 。
と
もか
く 、
こ
うし
て一
九
五
七
年
後半
以

降は
反
右
派
闘
争の
急
激な
高ま
りの
な
か
で 、

対
内
的に
も 、
対
外
的に
も
穏
歩
前
進
路
線か
ら

の
転
換が
み
ら
れ 、
内
外と
もに
強
硬
路
線が
固

め
ら
れ 、
そ
れ
は
やが
て 、
五
八
年
の「大
飽
進」

政
策へ
と
受
けつ
が
れ
ていっ
た
の
で
あ
る 。

こ
の
問 、
毛
沢
東は 、
一
九五
七
年一
一
月
の

モ
ス
ク
ワ
に
お
ける
社
会主
義
諸
国
首
脳
会
議に

出
席
する
た
め
に
二
度
目の
y
述
訪
問を
お
こ
な

っ
た 。
毛
沢
東は
こ
の
と
き 、
同
年
八
月
の
y
述

に
よるI
C
B
M
実
験
成
功や
同
年一
O
月の
人

工
衛
星
第一
号ス
プ
l
ト＝
ク
打
ち
上
げ
成
功と

い
う
事
実を
背
珠に
し 、
ま
た
こ
の
と
きの
妨y

に
先立っ
て
締結
さ
れ
た
「
中y
新
軍
事
協
定

（
国
防の
新し
い
技
術に
関
する
中
yの
軍
事
協

定
〈一
九五
七
年一
O
月一
王
日〉）」
に
よっ
て

一一一一一一一一一一同町一同町田町剖由同副抽明刷出向棚田叩町出回酬問問問咽時四睡描盛田
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第一
線を
退い
て
い
た
だ
けに、
毛
沢
東の
危
機

芯織と
不満は
ま
ずま
ず明幅し
てい
っ
た。毛

沢
東が一
九六二
年
九月の
中
国共
産党
第十一

期
＋
中
全
会で
「
階
級と
階
級
闘
争を
絶
対に
忘

れ
て
は
な
ら
ない」
と
呼
びか
ける
にい
たっ
た

背
品川に
はこの
よ
うな
事
情が
あっ
た
の
で
あ

る。
も
と
よ
り、
劉
少
奇、郵
小
平
らは
「大殿

逃」
政
策の
ゆ
き
す
ぎ
とマ
イ
ナス
面に
は
や
く

か
ら
気づ
い
て
い
た。
そ
れ
ゆ
え、
六一
年
以
降

は党北京市委員会を中心に毛沢東路線への

明
白な
抵
抗
を
企
図し
たの
で
ある
が、
彼
ら
は

か
つ
て
の
拶
徳
偵の
よ
うに
正
面か
ら
毛
沢
東の

権
威に
挑
戦し
対
決
する
姿勢は
と
ら
ず、
六
0

年
代
前
半の
社
会
主
義
教
育運
動
や、
文
芸
批
判

の
経緯に
み
ら
れ
る
よ
うに、

巧妙に
も
毛
沢
東

を
政
治の
実
権か
ら
棚
上
げし、
「
毛
沢
東
体
制

下
で
の
非
毛
沢
東
化」
を
は
か
ろ
うと
し
たの
で

あっ
た。

六
0
年
代
前
半
を
通じ
て、
経
済
調
整
政
策は

成
功し、
中
国の
国力は
徐々
に
回
復
し
は
じ

め、
生
産
力
も
向
上
を示し
は
じ
め
て
い
た。

し

か
し、
六五
年二
月の、
ベ
ト
ナム
に
たい
する

ア
メ
リカの
北燥
開
始に
よるベ
ト
ナム
戦
争激

化という
状
況の
な
かで、
反帝・
反
y
の悶次

元
並
列
路
線を
打
ち
だ
し、
y
述を
含む
反
帝
統

一
戦
線形
成へ
の
明
白な
拒
否の
態
度を
示
し
た

毛
沢
来は、
大
0
年
代
前
半を
通
じ
て
中y
論
争

の
第一
線
に
立っ
てい
た
劉
少
奇、部
小
平、
判断

真らの
党
内
実
権
派
指
導
者と、
中ソ
関
係
を
め

ぐっ
て
も
明
白な
窓
見の
対
立
を
みる
に
い
たっ

てい
た
よ
う
で
ある。

ここ
で
中y
対
立の
その
後の
経
過を
ふ
pか

える
な
ら
ば、
六
O
年四
月
以
降、「
現
代
修
正
主

義」
を
批
判
する
中
国と、
中
国の
立
場を
「
教

条
主
義」
と
批
判
する
ソ
述と
の
論
戦が
公
然
化

し、
激し
い
中y
論
争が
展
開
さ
れ
た。
六
O
年

互に
は
y
述は
中
国へ
の
技
術
援
助を
停
止
し
た

の
み
な
ら
ず、
ソ
述人
技
師を
いっ
せい
に
中
国

か
ら
引
きあ
げた
た
め、
y
速に
たい
する
中
国

側の
敵
意を
ま
すま
す
増
幅さ
せ、
中
国は
悶
際

共
産
主
義
運
動
内
部で

も積極
的
な

多数派
工
作

を
す
す
め
て
いっ
た。
そ
れ
だ
け
に、
『
現
代
修

正
主
義」
を
打
倒し、
「
階
級
闘
争」．
を
堅
持し

なけ
れ
ば
な
ら
ない
とい
う毛
沢東の
信念は
当

面の
敵と
し
て
の
党
内
実
権
派
打
倒へ
と
結
びつ

い
ていっ
たの
で
ある。

や
が
て
六
三
年五
月に
な
る
と、
毛
沢
東
は ・ ’t

'• ) 「階級闘争・
生産闘争・
科
学実験」
の三大

革命
運
動の
重
要
性
を
提
起し、
つ
い
で
「
前

＋
条』
とい
わ
れ
る
農村工
作に
関
す
る
方
針

（「
当
面の
農
村工
作に
お
ける
若干
の
問
題に

関する中共中央の決定草案」）
を提
示し、

農村の
社
会
主
義
教
育
連
動に
よっ
て
「
階
級
闘

争」
を
大
き
く
推
進
すべ
き
だ
と
主
張した。
社

会主総教育運動の中心的任務として
は、

「四
滑運
動」
｛
財
産・
在
成・
帳
簿・
労働
点

数を
点
検
する
運
動、
な
お
六
五
年
か
ら
は
政

治・
思
想・
組
織・
経
済を
清める
運
動へ
と
意

味が
拡大
さ
れ
た〉
が
位
低づ
け
ら
れ
たの
で
あ

る。こう
し
て農
村の
社会
主義
教育運
動が
開
始

さ
れ
た
が、
こ
れに
たい
し
て
劉
少
奇に
代
表
さ

れ
る
実
栂
派
は、
六
三
年
九
月、
い
わ
ゆ
る
「
後

＋
条』
と
い
わ
れる、

農村工
作に
関
する
方
針

（
「農村の社会主義教育迎動における、
若干

の
具
体
的
政策
に

関
す
る中共中央の規
定草

案」）
を
出し
て
対
抗し、
社
会
主
義
教
育
運
動

を
骨抜
きに
し
よ
うと
した、
と
の
ちに
非
難
さ

れ
た。そ

こ
で毛沢
東は、
翌
六
四
年末か
ら
六
主
年

初頭に
かけ
て
全
国工
作
会織を
主
宰し、
六
王

司軍垣，，，，...、臨円宵..，，.��



会
的混
乱
と
経
済
的
関
難に
み
ま
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た 。

ぜt

こ
の
事
実は 、
毛
沢
東の
急
進
的な
社
会
主
義

建
設
方
針へ
の
重
大な
批
判と
なっ
て
党内に
反

映し 、
判断
徳
悩
国
防
部
長ら
は 、
当
時の
軍
近
代

化
論
争と
もか
ら
ん
で
毛
沢
東
路
線を
正
面か
ら

批
判
し、

毛
沢
東
型
社
会
主
義
建
設
へ
の
語
大
な

疑
義を
表
明し
た
の
で
あっ
た 。
こ
の
拶
徳
憾の

立
場は 、
すで
に
潜
在
的に
進
行しつ
つ
あっ
た

中ソ
対
立と
もか
ら
ん
で 、
い
わ
ゆるフ
ル
シ
チ

ョ
フ
路
線と
もみ
な
さ
れ 、
務
徳
懐は
賞
克誠
総

参
謀
長
ら人
民
解
放
軍の
最
高
幹
部と
と
もに
五

九
年
八
月の
中
国
共
産
党八
期
λ
中
全
会
（
臨
山

会
議）
で
最
後
的に
党
内
闘
争に
破
れ 、
失
脚し

て
いっ
た 。
以
後 、
人
民
解
放
軍は
国
防
部 ．長に

新
任
さ
れた
林
彪
が
指
導
する
と
こ
ろ
と
な
り 、

林
彪は
い
ち
は
や
く
『
毛
沢
東思
想」
に
よ
る
耶

の
思
想工
作・
政
治工
作
を
は
か
り 、
「
毛
沢
東

思
想」
を
指
導
原
則と
する
軍
内の
イヂ
オロ
ギ

l
的一
致を
は
かっ
た
の
で
あっ
た 。

他
方 、
中y
対
立は
五
八
年
瓦の
台
湾
海
峡の

危
機の
時
期に
生じ
た
中y
の
軍
事
防
衛
抗
争を

もた
ら
し 、
ブ
述は
中
国の
「
冒
険主
義」
的な

短
期
決
戦
政
策に
疑
義を
表
明
する
か
た
ちで 、

t(S.・制政’ I 

五
九
年
六
月に
は 、
五
七
年に
締
結し
た
「
中
ソ

新
軍
事
協
定」
を一
方
的に
破
楽し 、
中
間へ
の

原
爆・
ミ
サ
イ
ル
の
サン
プ
ル 、
技
術
資
料の
提

供を
拒
否し
た
の
で
ある 。
こ
こ
に
中ソ
対
立は

決
定
的な
もの
と
な
り 、
こ
の
点で
中ソ
対
立の

最
大の
要
因は 、
中y
の
軍
事
防
衛
抗
争に
あっ

た
と
み
な
すこ
と
もで
きる
の
で
あ
る 。

中
国は
こ
れ
以
後「
自
力
吏
生」
の
スロ
ー

ガ

ン
の
もと
で 、
み
ずか
らの
手に
よ
る
核
開
発に

の
り
だ
すと
と
もに 、「
大
蹴
進」
政
策の
挫
折・

三
年
連
続の
深
刻な
自
然
災害・
中
y
経
済
関
係

の
悪
化
に
よ
る
中
国
経
済
へ
の
打
麟
と
い
う、

三

重の
要
因に
よっ
て
もた
ら
さ
れ
た
深
刻な
経
済

的
悶
難に
たい
し
て
も「
自
力一先
生」
に
よっ
て

対
処し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
くなっ
た 。

だ
が
同
時に
「
大
路
進」
政
策の
深
刻な
挫
折

は 、
毛
沢
東の
政
治
対
佳と
し
て
は
ね
か
え
り 、

五
九
年
四
月、
毛
沢
来は
国
家主
席を
辞
任
し、

その
地
位を
劉
少
奇に
説っ
て
不
本
意な
が
ら
政

治の
第一
線か
ら
第二
一線へ
と
引
き
さ
が
ら
ざ
る

を
え
な
くなっ
た
の
で
あ
る 。
こ
の
事
実こ
そ 、

やが
て
文
化
大
革
命に
よ
る
毛
沢
東の
奪
棺
闘
争

とい
う
巨
大な
ド
ラマ
の
伏
線に
なっ
たの
で
あ

っ
た。

第四節
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こ
の
よ
う
に
五
0
年
代
後
半
の
時
期
は、

中
国

の
政
治・
社
会の
内
面に 、
そし
て
ま
た
削減
村
社

会
その
もの
に
も
大
き
な
危
裂を
も
た
ら
し
た

が 、
や
が
て
六一
年に
なる
と
『
大
路
進」
政
策

の
俗
を
磁
や
す
た
め
の
経
済
開
銀
政
策が
推
進
さ

れ
は
じ
め
た 。
こ
うし
た
経
済
調
整
政
策を
担
当

し
たの
は
「
大
路
巡」
政
策の
挫
折
後 、
政
治の

第一
線
を
担
当
するこ
と
に
なっ
た
劉
少
奇
国
家

主
席 、
部
小
平
党
総
世
記 、
そし
て
移
民
北
京
市

長
（
党
中
央
政
治
局
委
員）

ら、

中
国
共
産
党
内

の
い
わ
ゆ
る
実
権
派
勢
力で
あっ
た 。

こ
の
時
期の
経
済
政
策と
し
て
は 、

操業を
基

礎と
し 、
工
業を
導き
手
と
する「
操業
基
礎
論」

が
基
調
と
な
り 、
「三
自一
包」
政
策に
よっ
て

自
問
地 、
自
由
市
場 、
家
庭
刷
業な
ど
が
奨
励
さ

れ
ると
とも
に、
人
民公
社の
所
有
制
も
制
度
的

に
後
退し
て
ゆ
くこ
と
に
なっ
た 。
だ
が 、
こ
れ

らの
政
策ば
毛
沢
東に
『
資
本
主
義
従
活」
の
危

険を
な
織
さ
せ 、
し
か
も
彼み
ずか
ら
は
政
治の



・で河

記t

年一
月、
い
わ
ゆる
「二
十三
カ
条」
（「
決
村

の
社
会
主
義
教
育
運
動の
な
か
で
当
面
提
起
さ
れ

て
い
る
若干の
問
題」）
を
公
布し
て
「
今回の

運
動
の
重
点
は、

党
内
の
例
の
資
本
主
義
の
道
を

歩
む
尖
権
派
を
た
た
く
こ
と
に
あ
る
」

と
の
ベ
、

pu
椛
派
（
尖端
派）」
（
中
国
語で
は
「
当
椛
派」

とい
う）
という
用務を初
め
て
用い
て
公
式
に

問題
を提
起
す
る
と
と
も
に、
き
た
る
べ

き
文
化

大
革
命の
開
砕
を
示
唆し
た
の
で
あっ
た。

一
方、
この
時
期に
農
村の
社
会
主
義
教
育
運

動と
並んで
窓．裂な
「
階
級
闘
争」
の
戦
線は、

文
芸・
学
術
分
野
で
あっ
た。
毛
沢
東は
六
三
年

一

二
月、

各
芸
術
分
野
に
お
け
る

「
危

険
な

傾

向」
を
指
摘し、
翌六四
年四
月に
は、
文芸
戦

線
に
お
け
る強
風の必
要
を
力
説し
た。

こ
うし
て
文
書・
学
術
戦
線で
の
「
階
級
闘

争」
が
進
む
なか
で、哲学
者の
楊
献
珍（
元
党

中
央
高
級
党
学
校
校
長）、

文
芸
批
評
家
の

部
茶

MMへ
の
批
判
が
前
ま
り、
歴
史
学
者の
周
谷
城
や

縦刑制
ら、
文
芸で
は
劇
作家の
腸
翰
笠、
作家

の
茅
盾〈
国
務
院
文
化
部
長）、
劇
作
家
の
瓦街

（悶務
院
文
他
部副
部
長）
ら
が、
さ

ら

に
党の

文
化官
僚とし
て
知
ら
れ
た周揚
（
党
中
央宣
伝

印刷
部
長）
ら
が失
脚し
て
いっ
た。

ii� 抑・・制9 

その
よ
う
な
と
き、
六
五
年
六
月
か
ら
七
月
に

か
けて
現
代
もの
京
劇
競
演
大
会
が
北
京で
開
か

れたのを契機に 、京劇現代化運動も展開さ

れ
た
が、
こ
の
迎
動の
先頭
に
立
っ
た
の
は、
静

真、
陸定一、
周
拐ら、
い
ずれ
も
やがて
実
権

派
と
し
て
激
し
く
批
判
さ
れ
た
幹
部
た

ち
で

あ

り、

彼
ら
は
こ
の
述
動
に
よ
p、

京
劇
現
代
化
を

め
ぐっ
て
準
備
さ
れ
て
き
た
江
背女史（
毛
沢
東

夫
人）
らの
急
進
的
な
改
革
路
線を
逆に
封
じ
こ

め
よ
う
と
し
た
の
で
あっ
た。

こ
こ
に
み
る
「
ニ
つ
の
路
線の
闘
争」
は、
人

民
解
放
軍
内
部に
も
潜
在し
て
い
た。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争の
拡
大に
当
面し
て、
山総
瑞
卿
人
民
解
放
軍

総
参
謀
長は、
六
五
年五
月、y
辿を含
む悶
際

統
一

戦
線の
形
成を
強
調し
た
が、
こ
れ
に
た
い

し
て
林
彪
は
同
年
九
月、
「
人
民戦
争の勝利万

歳」
と
題
する
論
文で
践
瑞卿戦
略を
批
判し、

や
が
て
怒
瑞
卿
は
失
脚し
て
ゆ
くの
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
と
き、
六
五年
九
月か
ら一
O
月

に
か
けて
聞
か
れ
た

党中央
工
作
会
議こ
そ、
六

0
年
代
前
半
を
通
じ
て
潜
在し
て
き
た
党内の
対

立
を
決
定
的な
もの
と
し
た
会
議で
あっ
た。

ど
が、
こ
こ
で
き
わ
め
て
重
要な問 ．勉は、
当

時の
中国
共

産党
は
すで
に
党
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
対
立
ゃ
な
見の
対
立を
党内の
民
主
主
義
的

な
諸
制
度に
よっ
て
チェ
ッ
クし、
調
整
する
こ

と
が
不
可
能
な
政
治
状
況
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
p、
こ
うし
た
政
策
対
立
は、
い
き
お
い
党のヘ

ゲモエ
ー
を
め
ぐる
闘
争、
つ
ま
り
権
力
闘
争へ

と
転
化
す
る基
継を
もっ
てい
た
こ
とで
あ
る。

毛
沢
東
は
こ
の
と
きの
会
議
で、
党
中
央に
修

正
主
義
が
あ
ら
わ
れ
る
危
険を指摘し
た、
とい

わ
れ
て
い
る
が、
文
化
大
革命
胎
動
期の
政
治
状

況の
な
か
で
は、
毛
沢
東
ら
は
む
し
ろ
党
中
央
で

少
数派で
あっ
た。
毛
沢
東
自
身の
宮
撲に
よ
る

と、
『
北
京で
は
私の
意
見は
実
行で
き
な
い
と

感
じ
とっ
た」
（
「
中
央
工
作
会
議
で
の
鰐
話」）

と
さ
れ
て
お
p、

毛
沢
京
に
と
っ
て
は
深
刻
な
政

治
的
危
機が
彼
を
と
り
ま
い
て
い
た
の
で
あ
る。

毛
沢

東自身、
北
京
を
急
治
脱
出
し
て
上
海か
ら

文
化
大
革
命の
狼
煙を
あ
げ
ざる
を
え
な
かっ
た

ゆ
えん
で
ある。
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第五節
文化大革命とその結果

六
五
年一
一
月一
O日、
毛
沢
来
側
近の
若
き
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文
芸
批
汗
家・
純
文一見
（
当
時ャ
上
海
市
党
窃
礼

会
合
記）
は、
「
新
編歴
史
劇
『
海
瑞
罷
官』
を

蒋
す」
と
題
する
論
文を
発
表し、
歴
史
学
者
と

し
て
知ら
れ
た
北
京
市
則
市
長・問問
恰に
た
い
す

る
全
面
的な
批
判を
開
始し
た。

呉
喰
批
判が
高まる
な
か
で、
務
名な
劇
作
家

の
回
決、
鹿
山X
学
者の
“Mm
伯
伐に
たい
する
批
判

も
山開
始され、
こ
の
問、
初
鉱山省
が
「
自己
批

判」
を
お
こ
なっ
て
内
外に
波
紋
を
投
じ
たが、

批
判の
矛
先を
向
け
ら
れ
た
党北
京
市
委
員
会の

側は、
は
や
く
も六一
年
以
降、
毛
沢
京
路
線へ

の
系
統
的な
批
判を
内
密に
開
始し
てい
たこ
と

が
やが
て
明ら
か
に
なっ
た。

事、
．．
 

・

川町目的
批
判は、
こ
うし
て
北
京の
知
総
人に
た

い
する
批
判へ
と
拡
大し
ていっ
たが、
や
が
て

その
梨
拡と
し
ての
党
北
京
市
委
員
会が
突
棉
派

の
牙
放と
し
て
激し
く
批
判
さ
れ、
銀
民
北
京
市

長
（党
北
京
市
委
員
会
第一
役
記）
以
下、
当
時
北

京
市
安
只
会の
イ
デ
オロ
l
グで
あっ
た
部
拓、

同品目
的、
磁
抹
沙
らの、
い
わ
ゆ
る
「三
家
村
グル

ー
プ」
批
判が
くり
ひ
ろ
げら
れ
ていっ
た。

し
か
も、
一
九六
六
年二
月
か
ら三
月に
か
け

て
劉
少
奇
夫
実が
西
南ア
ジ
ア
三
カ
図
訪
問の
旅

に
山
て
い
る
あ
い
だ
に
情
勢
は
一

変
し 、

知
内
尖

格
派の
リ
ー
ダー
で
あっ
た
総
粉
抑
総
参
謀
長が

捕
え
ら
れ
て
失脚、
北
京は
林
彪の
指
叩押
する
配

本
管
制
下に
はいっ
たの
で
ある。

さ
らに、
毛・
林
主
流
派は、
四
月
上
句、
北

京
市
党
安
只
会
改
組の
決
定を
お
こ
ない、
同
時

に
党
中
央
宣
伝
部
長・
陸
定一
らを
罷
免
する
こ

と
を
決
定し
た。
四
月一
八日、
人
民
解
放
位
機

関
紙『
解
放
軍
報』
社
説は、
今回の一
巡の
プ

ロ
セ
ス
を
「プロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命」
だ
と

初め
て
公
式に
鋭
定し、
五
月一
六
日、
毛・
林

主
流
派は
党中
央の
「
通
知」
を
公
布し
て
「
わ

れ
わ
れの
身
近に
ひ
そ
ん
でい
る
フ
ル
シ
チヨ
フ

式の
人
物」
を
さらに
あ
ば
きだ
すよ
う
呼び
か

け
たの
で
ある。

毛
沢
京は、
こ
れに
先立つ
五
月七
日‘
「
林

彪
同士山へ
の
む
簡」
の
な
か
で、
の
ちに
文
化
大

革
命の
基
本
方針の一
つ
と
され
た
「五・
七
指

示」
（
軍
隊は一
つ
の
学校で
あっ
て
匁・
学、

沼・
段、
京・
工、
軍・
民
を
兼
務工
作
すべ
き

こ
と、
すべ
ての
人
民
が
そ
れに
見
習
うべ
きこ

との
指示）
を
発し、
やが
て
五
月二
五
日に
は

北
京
大
学の
若
き
女
性
教
師・
mm
元
梓が
校
長の

陸
平らを
「三
・米
村」
の一
味と
し
て
激し
く
批

判
する
大
字
報
（附H
新
聞）
を
貼リ
だ
し
た。
毛

沢
東は、
六
月一
日に
こ
の
大
字
削靴を
全
国
放
送

する
よ
う
指示し、
こ
の
大｛予
報は
「ニ
O
世
紀

六
0
年
代の
中
国のパ
リ・
コ
ミュ
lン
の
立
古

川と
で
ある
と
被えたの
で
あっ
た。

そし
て
六
月三
日、
滋
其らの
解
任と
北
京
市

党
妥
只
会の
改
組が
報じ
ら
れ、
こ
こ
に
尖
秘
派

の
牙
械の山川
崎山が
告げら
れ
たの
で
ある。
同
時

に
「
毛
沢
京
思
忽」
を
堅
持し
て
きた
林
彪の
功

絞が
大
き
く
報ぜ
ら
れは
じ
め
た。
実
械
派に
た

い
する
毛・
林
主
流
派の
こ
うし
た
攻
勢がつ
づ

くな
か
で、
劉
少
奇、
郡
小
平ら
は
忽
法、
工
作

組を
組
織し、
すで
に
こ
の
こ
ろ
毛沢
来らに
よ

っ
て
組
織
化
され
てい
た
紅
衛
兵
組
織に
対
抗
さ

せ
よ
うと
し
たの
で
ある。

五
月二
五
日の
北
京
大
学の
大
字
殺
に
つ
い

で、
二
九日に
は出川
容
大
学に
も大
字
削相が
貼
り

だ
さ
れ
た
が、
こ
の
大
字
削松を
め
ぐる
資
否の
混

乱を
契
機に
紅
術
兵は
すで
に
組
織
化
さ
れ
は
じ

め、
六
月一
日
に
は
北
京
大
学に
も
紅
衛
兵が
出

現し
てい
た。
こ
うし
て
八
月一
八日、
天
安
門

前
広
場と
北
京の
街
頭に
搭似
兵が
出
現し
て
世

界を
驚か
せ
た
と
きまで
に、
すで
に
紅
衛
兵
述

動の
組
織
伯が
進ん
でい
たの
であ
る。
い
う
ま

で
もな
く
毛
以
来は
紅
衛
兵
た
ち
の
「
造反
訂



首t

現
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
認
め、
「
四
旧
打
破」
「
破

旧
立
新」
を
叫
ぶ
紅
術
兵
迎
動
を
大い
に
讃
え
た

の
で
あっ
た。

紅
衛
兵
運
動
が
内
部
的に
激
発
す
る
な
か
で、

政
治
的
緊
張
は
ま
す
ま
す
高
まっ
た
が、
そ
れ
と

と
も
に
毛
沢
東の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
回
但
し
つ

つ
あっ
た
六
六
年
八
月、
中
国
共
産
党
十一
中
全

会
（
第
八
期）
が
北
京
で
開
催
さ
れ
た。
毛
沢
東

は
開
催
中
の
八
月
五
日、
「
司
令
部
を
砲
撃
し
よ

う
｜｜
私
の
大
字
報
｜｜」
を
発
表
し、
八
月
八

日
に
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革命に
関
す
る

決
定」
が
発
表
さ
れ
た。
こ
の
決
定
は、
文
化
大

革
命
を
「
社
会
主
義革
命の
新
段
階」
だ
と
規
定

し、
『
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派」
の
打
倒
が

当
而
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て、
「
闘
争・

批
判・
改
革」
を
呼
び
か
け
て
い
る。
と
こ
ろ

で、
こ
の
十一
中
全
会
も
林彪
の
功
縦
を
大
き
く

強
調
し、
や
が
て
八
月
末
に
な
る
と
林
彪
が
毛
沢

東の
『
親
密
な
戦
友」
だ
と
明
記
さ
れ
は
じ
め、

林
彪
が
党
内
の
N
0・
2
に
進
出
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
なっ
た。

λ
月
以
降、
こ
う
し
て
中
国
は
熱
狂
的
な
紅
衛

兵
迎
動
の
渦
中
に
あっ
た
が、
や
が
て
武
闘
も
激

化
し、
混
乱
を
重
ね
て
い
た
と
き、
一
一
月
中
旬

政·11 知一伺
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に
は
党
中
央
と
国
務
院
が
紅
術
兵の
経
験
交
流
を

中
止
す
る
よ
う
指
示
し、
実
権
派
の
最
高
指
噂
者

打
倒へ
と
闘
争の
焦
点
を
し
ぼ
る
よ
う
に
呼
び
か

け
た
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に
し
て
紅
衛
兵
運
動
は
質
的
な
転
換

を
遂
げ、
一
一
月
上
旬
に
は
初
め
て
劉
少
脊、
部

小
平
を
名
指
し
で
批
判
す
る
大
字
報
が
あ
ら
わ

れ、
問
題
の
所
在
は
も
は
や
誰
の
目
に
も
明
ら
か

に
なっ
て
い
っ
た。

紅
衛
兵
運
動
は
こ
う
し
て
街
頭
闘
争の
段
階
か

ら、
や
が
て
実権
派
打
倒の
闘
争へ
と
質
的
転
換

を
遂
げ
て
い
っ
た
が、
六
七
年一
月
に
な
る
と、

こ
の

実権
派
打
倒の
迎
動
は、
上
海
の
労
働
者
造

反
組
織
か
ら
な
る
「
上
海
ア
ピ
ー
ル」
に
見
ら
れ

る
よ
う
に、
広
範
な
労
働
者
を
巻
き
こ
ん
だ
奪
格

闘
争へ
と
発
展
し
て
い
っ
た。
し
か
し、
実
権
派

の
抵
抗
も
根
強
く、
各
地
で
奪
格
と
反
獅骨格
の
武

闘
が
相
次い
だ
と
き、
林
彪
庖
下
の
人
民
解
放
軍

は－
月
二
三
日、
毛
沢
東の
喪
舗
に
も
と．つ
い
て

奪
権
闘
争へ
の
寧
の
全
面
的
な
介
入
を
決
定
し

た。と
こ
ろ
で、
n一
月
革命u
と
い
わ
れ
る
上
海

の
奪
権
闘
争に
お
い
て、
上
海
の
造
反
派
は
コ
ミ

ユ
l
ン
型
権
力へ
の
志
向
を
具
体
化し
よ
う
と
試

み、
コ
ミュ
！
ン
型
権
力
を
構
部
し
は
じ
め
た

が、
毛
沢
東
ら
党
中
央
は、
上
海
の
コ
ミュ
l
ン

型
権
力
が
全
国
に
普
及
す
れ
ば
中
華
人
民
共
和
国

の
政
治
体
制
そ
の
も
の
の
変
更
が
よ
ぎ
な
く
さ
れ

る、
と
い
う
危
険
を
感
じ、
こ
の
コ
ミュ
l
ン
構

想
を
急
越
抑
え
つ
け
て
し
まっ
た。
こ
れ
は
文
化

大
革命の一
つ
の
転
換
点
で
あ
り、
こ
れ
ま
で
の

革命
化へ
の
流
れ
は、
こ
の
と
き
を
転
機
と
し
て

秩
序
化へ
の
流
れ
に
変っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る。
以

後、
毛・
林
主
流
派
は、
革
命
派
の
大
述
合
に
よ

る
奪
格
を
呼
び
か
け、
事
椛
後の
新し
い
権
力
機

構
と
し
て
草
命
幹
部・
車
代
表・
革
命
的
大
衆
代

表
か
ら
な
る、
い
わ
ゆ
る
「
三
総
合」
の
革
命
委

員
会
を
樹
立
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た。
こ
の
「
三

結
合」
に
よ
る
革
命
委
員
会
構
想
こ
そ、
ロ
ミユ

l
ン
構
想
に
か
わ
る
新
た
な
権
カ
構
想
で
あ
り、

一
月
三一
日
に
は、
黒
竜
江
省
で
最
初の
躍
の『
委

員
会
が
成
立
し
た。
し
か
し
六
六
年
冬
か
ら
六
七

年
春
に
か
け
て
は
誠
震
林
（
国
務
院
副
総
理）
ら

に
よ
る
「
ニ
月
逆
流」
と
い
わ
れ
る
反
奪
格
の
潮

流
も
あ
ら
わ
れ
各
地
の
混
乱
も
激
し
か
っ
た。
と

く
に
混
乱
の
著
し
い
の
は
武
漢
で
あっ
た。
六
七

年
七
月、
事
態
収
拾の
た
め
党
中
央
か
ら
武
泌へ

派
遣
さ
れ
た
鮒
宮
治
副
総
理
兼
公
安
部
長
（
北
京

一一一目E帽山.,,rir.ar"i.. 日�－－：�；－：；�－－，；四日・山田町四回目四四問問再開帯同開明叩南国開閉刊祖百田市制阿南瑚想曲師括崩事部型間
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市
革
命
委
員
会
主
任）
と
主
力
党
中
央
究
伝
部
長

が、
武
漢
軍
区
司
令・
陳
再
遊の
指
郁
する
軍
隊

に
襲
繋
監
禁
さ
れ、
連
行
さ
れ
る
と
い
う
武
漢
事

件
が
発
生し
たの
で
あ
る。
党
中
央は
こ
れ
を
大

規
模な
反
革
命
武
装
反
乱
だ
と
し
て、
空・
海
軍

を
も
投じ
て
危
機の
打
開に
努め、
よ
うや
く
反

乱
を
鎮
圧した。
この
武
漢事
件は
党
中
央に
深

刻な
衝
撃
を
与
え、
武
漢
事
件を
契機と
し
て
奪

繍
闘
争は
混
乱し
た
事
態の
収
拾を
最
優
先
さ
せ

る
新しい
段
階へ
とはいっ
ていっ
た 。

と
ころで、
都
椛
闘
争の
過
程で
は
本
格
的・

系
統
的な
劉
少
奇
批
判
が
展
開
さ
れ、
そ
れ
は
六

七
年三
月の
成本瓜
論
文「愛
国主
義か
売
国主

義
か」
に
代
表
され
る
が、
や
がて
劉
少
奇は、

六
λ
年一
O
月の
中
国
共
産
党
十ニ
中
全
会
（
第

八
期｝
で、
あ
ら
ゆ
る
職
務を
解
任
さ
れ、
党か

ら
も
除
名
され
て、
中
国の
政
治
的
舞
台か
ら
完

全に
葬p
去
ら
れ
て
いっ
たの
で
あ
る。

文
化
大
革
命の
こ
の
よ
う
な
激
励は、
対
外
的

には
中
国の
n

造
反
外
交M
と
なっ
て
はねか
え

り、
紅
衛
兵が
イ
ギ
p
ス
代
理
大
使
館
を
焼
き
打

ち
する
などの
事
態もあいつ
い
だが 、
武
漢事

件
以
降は、「
大
述
合」
方
式に
よ
る
事
態の
収
拾

へ
と
大きく
転
換したの
で
ある。
こ
の
過
程で

注
目
さ
れ
た
こ
と
は、
「
軍
内
部の一
握
pの
実

権
派
をつ
ま
み
だ
せ」
と
の
主
張
が
激し
く
批
判

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
主
張

を
おこ
なっ
たと
みられる
主
力 、
成
本市問 、
関

鋒、
林
恭
ら、
こ
れ
ま
で
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
精

カ
的に
活
躍し
て
き
た
文
革
小
組の
中
堅
幹部た

ちがいっ
せい
に
失脚し 、
彼らはい
ま
や反
革

命
組
織
『
五・
二ハ
兵
団』
の
黒
都
だ
と
さ
れ
て

失
墜し
て
いっ
た。

つ
い
で
こ
の
年の
国鹿
節には
「
関
私
批
修

（
私
心
と
た
た
か
い
修
正
主
義
を
批
判せ
よ
ど
と

い
う
毛
沢
東の
スロ
ー
ガン
と、

「大一迎合」
に
つ

い
て
の
最
新
指
示が
伝逮
され、
人民
解
放軍に

つ
い
て
は
「
三
支
両
軍
（
左
派・
工
業・
農
業の

支
援
と

軍事管制・
軍
事
訓
練）
」
が
盛
大
な
任

務と
し
て
探
せ
ら
れ、
他
方で
は
「
擁
寧
愛
民」

の
スロ
ー
ガ
ン
が
唱
え
ら
れ
た。

こ
うし
た
状
況
を
経
過し
て、
六
λ年
前
半に

は
革命
委
員
会
が
全
国
各
地
で
あいつ
い
で
樹
立

さ
れ
た。
こ
の
間、
六
λ
年三
月に
は
掛
成
武
ら

に
よる
『二
月
逆流の
巻き返し」
事件も生じ

た
が、
三
月
下
句に
は一
元
佑し
た
指
導の
も
と

での
「
精兵簡政（人
民を
精鋭化し 、
機構を

簡素化
すると
の
原
則が
提
起
され、
文
化
大

本命が、
やが
て
革命
委
民
会の
機
構
盤
備を
と

もなっ
て
収
拾される
方
向が
示
さ
れ
は
じ
め

た 。

革命
要員会は 、
六λ
年九
月を
もっ
て
企

図の一
一潜行政区の
すべ
て
に
成立
する
こ
と
と

なっ
た。

こうして
革命
昏
員
会の
全
国
的組
織
化
が
完

成し
ようとしたころ 、
文化
大
革
命の
過
程に

は
さらに
新しい
変他が
あらわ
れた 。
それは

『
労
働
者
階
級
が
すべ
て
を
指
導し
な
け
れ
ば
な

ら
ない」という
毛沢
東の
指
示のもとに
「
労

働
者
毛
沢
東
思
想
定
伝
隊」
が
各
単
位
に
は
いっ

ていっ
たこ
とであ
p 、

破
壊された
党機
構を

奪格
闘
争に
勝利し
た
労働
者階
般を
中心に
再

建し
な
ければならない
こ
とが
強調される
よ

うに
なった。

こ
の
ように 、
文化
大
革命が
収
拾段
階に
は

い
る
と、
党
中
央は
党の
再
建へ
と
動
き
だ
し、

新し
い
党
大
会へ
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
た。
六

九年
元旦の
『人民日
報』
等一－一
紙誌共同
社
説

「毛沢
東思
想で
すべ
て
を
統
率し
よ
う」
は 、・

九
金大会の
開
催をこの
年の
最大の
課
題とし

てかかげ 、
六
九
年
三
月
初
句の
珍
宝
島Hダマ

ン
ス
キ
！
品
を
め
ぐる
中y
国
境
軍事
衝
突が
全

国
的な
反
y・
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム
を
か
き
た
て
て

事担ぷ＂＂唱··�孟ヨト：＂＇.＞.·�司骨・.，.JlllliJ':'",
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い
た
と
き、
「
毛
沢
東
思
想」
に
よっ
て
あ
ら
ゆ

る
経
験
を
総
括
すべ
きこ
と
が
改め
て
強
調
さ
れ

た。九
金
大
会は
こ
うし
た
経
過の
の
ちに
六
九
年

四
月、
一
九
五
六
年の
八
金
大
会い
らい
二Z
年

ぶ
p、
五
八
年の
八
金
大
会
第二
回
会
議い
らい

一
一
年ぶ
りに
開
催
され
た。
こ
の
九
金
大
会

は、
文
化
大
革
命が
上
か
らの
党再
建とい
う
大

きな
結節
点に
迷し
た
こ
と
を
示
すと
同
時に、

毛
沢
東の
無
類の
椛
戚を
擁
立し
よ
うと
し
た
大

会で
あっ
た。
九
全
大
会の
新し
い
党
規
約は、

「
毛
沢
東
思
想は、
帝
国
主
義が
全
面
的崩
壊に

向い、
社
会
主
義が
全
世
界
的
勝
利に
向
う
時
代

のマ
ル
クス・
レ
lエ
ン
主
義で
ある」、
「
林
彪

同
志は
毛
沢
東
同
志の
親
密
な
戦
友で
あ
p、
継

承
者で
ある」
と
規
定し
て
注
目を
集め
た。
同

時に
九
金
大
会の
新しい
p
l
ダ
lシ
ッ
プ
の
な

か
で
は
軍
代
表
（
寧
官
僚）
の
比
重
が
著し
く
高

かっ
た。
つ
ま
p
九
全
大
会は
中
国
共
寵
党の
兵

営
体
制
化を
も
た
ら
し
た
の
で
ある。

と
こ
ろ
で
九
金
大
会に
お
ける
林
彪の
政
治
報

告は、
対
外
政
策につ
い
て、
y
速「
社
会
帝
国

主
義」
と
の
対
決を
第一
に
強
調し
て
お
り、「
革

命に
カを
い
れ、
生
産を
促
進
する」
と
の
スロ

政��－·焔13 

ー
ガ
ン
と
と
もに、
「
戦
争に
備
え、
災
害に
備

え、
人
民の
た
め
に」
とい
うスロ
ー
ガン
が
提

起
され
て、
ソ
連「
社
会
帝
国
主
義」
の
侵
略
戦

争に
備
える
た
めの
臨
戦
体
制の
強
化を
訴
え
た

の
で
あっ
た。

や
が
て、
党の
再
建は
九
金
大
会
以
後二
年四

カ
月
を
要し
て、
七一
年
八
月に
よ
う
や
く
全
国

の一
級
行
政
区に
党
委
員
会が
再
建
さ
れ
た。
そ

の
実
質は、
文
化
大
革
命の
論
理と
精
神
を、「三

結
合（
寧・
党・
大
衆）」
に
よっ
て
妥協
的に
で

は
あ
れ一
応は
体
現し
て
い
た
草
命
委
員
会と
も

大
き
く
異な
p、
文
革
期に
紅
衛
兵か
ら
激し
く

批
判
され
た
旧
幹
部を
含む
寧
指
導
者と、
周
恩

来
系
統の
行
政
官
僚との
結
合とい
う、
丸
金
大

会
以
後の
中
国
リ
ー
ダ
ーシ
ッ
プ
の
妥協
的
性
格

を
その
ま
ま
反
映し
た
もの
に
なっ
て
い
た。
そ

れ
だ
けに
各
地
方の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
た
え

ず
動
揺
が
あ
り、
地
方
指
導
者の
多
くが
九
金
大

会
以
後ま
た
た
く
問に
更
迭
され、
失
脚し
て
い

っ
たの
で
あ
る。
そ
うし
た
な
か
で
毛
沢
東
側
近

と
し
て
文
化
大
革
命の
推
進
を
担い、
文
革
小
組

々
長
だっ
た
陳
伯
湾か
翌一
九七
O
年
λ
t
九
月

の
九
期ニ
中
全
会で
『
大
野
心
家・
陰
謀
家」
だ

と
され
て
失
脚し
て
いっ
た。
こ
の
よ
うな
隙
伯

遼
批
判は、
あいつ
ぐ
「
左
翼」
日
和
見
主
義批

判
（
極
左
派
批
判）
の一
環と
し
て
お
こ
な
わ
れ

た
もの
で
あ
り、
党
内
定
派、
文
草イ
デ
オロ
ー

グの
退
潮
を
象
徴
的に
示し
てい
る
の
み
な
ら

ず、
毛
沢
来の
棉
戚の
後
退を
も
示
す
もの
と
恩

わ
れ
た。

九
金
大
会
以
降の
中
国の
対
外
関
係
と
し
て

は、
六
九
年
瓦、
中y
国
境で
深
刻な
武
カ
衝
突

が
お
こ
p、
中y
戦
争の
危
機が
喧
伝
さ
れ
た

が、
こ
の
時
期に
周
恩
来ら
は、
九
金
大
会に
示

さ
れた
林
彪
主
導の
対y
強
硬
路
線を
中
国の
国

家
的
危
機に
照
らし
て
封じ
込
め
よ
うと
し
た
も

の
と
思わ
れ、
周
恩
来は
六
九
年
九
月、
ロ
ス
イ

ギ
ン・
y
述
首
相と
北
京
空
港で
急
越
会
談
し
た

の
ち、
中y
国
境の
危
機を
中y
国
境
会
談
とい

う
外
交
交
渉の
な
か
に
凍
結
する
こ
と
に
成
功七

た
の
で
あっ
た。
こ
うし
て、
周
恩
来は
九
金
大

会
以
後の
中
国の
内
政・
外
交の
第一
線に
立っ

て、
き
わ
めて
霊．裂な
役
割を
前じ
は
じ
め、
同

時に
陳
設、
出掛
承
志
ら、
文
革期
間に
失
脚し
た

と
伝え
ら
れ
た
旧
幹部の
復
榔を
は
か
p、
文
革

の
論理か
ら
徐々
に
離
脱を
は
か
pっ
つ
い
わ
ゆ

る
脱
文
準
化
を
進め
ていっ
た。

こ
れ
を
．m討
する
に、
九
金
大
会
以
降の
政
治
過

一古 －��四四山てー盲目m耐－��岨包品目肝E回岬宙開'.Iii盟崎司坦時骨哩〕F一一一一一－ー一一一…
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程は 、
九
金
大
会で
擁
立
さ
れ
た
と
思わ
れ
た
毛

・
林体
制の
象
徴
的な
変
容
過
程で
あ
p 、

丸
金

大
会
路
線の
明
白な
後
退
過
程で
あっ
た
と
い
え

よ
う 。
こ
の
よ
う
な
状
況の
な
か
で
林
彪
異
変が

発
生し
た
の
で
あ
る 。

林
彪
異
変は 、
あ
ま
pに
も
多くの
謎に
閉
ざ

され
て
い
る
が 、
一
九
七二
年七
月 、
中
国
当

局は 、
林
彪の
毛
主
席
暗
殺
計
画
失
敗に
よ
る
モ

ンゴ
ル
での
墜
落
死と
い
う

鷲
くべ
き
筋
帯を
公

表し
た。林彪

異
変に
つ
い
て
は 、
やが
て一
九七
三
年

の
中
国
共
産
党
十
金
大
会に
お
け
る
周
思
来
政
治

報
告が
こ
うのべ
て
い
る 。

ご
九
七
O
年八
月 、
第九
期
中
央
委
員
会
第

二
回
総
会で 、
反
革
命ク
ー

デ
タ
ー
を
お
こ
し
て

未
遂に
終
p 、
一
九七一
年三
月 、
反
革
命
武
装

ク
ー

デ
ター
計
画
『
〈五
七一
工
程〉
紀
要』
を

つ
く
p 、

九
月
八
日 、
反
革命
武
装
ク
ー

デ
ター

を
お
こ
し
て
偉大
な
指
導
者
毛
主
席を
謀
殺し 、

別に
中
央をつ
くろ
う
と
する
と
こ
ろ
まで
突っ

走っ
たの
で
あ
る 。
陰
謀が
失
敗に
終
っ
た
あ

と 、
林
彪は
九
月
二二
日 、
ひ
そか
に
飛
行
機に

釆っ
て1
y
述
修
正
主
義に
身を
投じ 、
党を
裏

切
p 、
固に
そ
む
き 、
モ
ンゴ
ル
の
クン
デルハ

ン
で
墜
死し
た」 。

こ
の
よ
うに

衝
撃
的な
林
彪
異
変に
は
な
お
重

大な
中
間
項が
存
在し
て
い
る
と
思わ
れ
る
が 、

こ
の
事
件の
基
本
的
性
格は
寧
官
僚
対
党
官
僚・

行
政
官
僚の
対立 、
と
い
う
図
式に
おい
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き 、
林
彪ら
皐
官
僚は
その
劇
的

な
政
治
的・
軍
事
的
緊
張の
た
だ
な
か
で 、
つ
い

に
失
墜せ
ざる
を
え
ず 、
そ
うし
た
政
治
的
内
戦

の
血
な
ま
ぐ
さい

結
果が

n
毛
沢
東
暗
殺
計
闇u

と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
よ
うに
思わ
れ
る 。
そ

も
そ
も
林
彪
異
変は 、
末
期を
迎えつ
つ
あ
る
毛

沢
裏
委
長
体
制
下での
「
喰
うか
喰わ
れ
る
か

の
闘
争」
で
あ
り 、・

林
彪ら
は
周
思
来らの
実
務

派

官僚と

文革期に
林彪・

陳伯述らに
痛めつ

け
ら
れ
た
旧
実
権
派
勢
力
お
よ
び
林
彪の
台
頭を

歓
迎し
な
かっ
た
非
林
彪
系
軍
幹
部の
述
合
勢
力

の
ま
えに 、
結
呆
的に
は
空し
く
滋
えて
いっ
た

の
で
は
な
か
ろ
うか 。

こ
れ
を
よ
p

具
体
的に
ふ
pか
え
る
な
ら
ば 、

軍
幹部の
台
頭
とい
う
状
況の
中で 、
早の
指
導

者は
丸
金
大
会に
示
さ
れ 、
そし
て
林彪の
「
人

民
戦
争の
勝
利
万
歳」
論
文に
示
さ
れ
た
よ
うな

対y
強硬
路
線を
主
張し 、
その
こ
と
が
周
恩
来

ら
実務派
行
政
官
僚と
の
対
立
をか
た
ちづ
くっ

ていっ
た一
つ
の
要
因で
あっ
た
よ
うに
思わ
れ

る 。
寧は
自己の
地
位の
台
頭をパ
ッ
ク
に 、
国

防
予
算の
増大 、
国
防
カの
増
強 、
軍
近
代
化な

ど
を
要
求し
た
もの
と
思わ
れ 、
こ
うし
て
歯
止

めの
ない
対y
強硬
路
線に
突っ
走っ
て
いっ
た

よ
うに

恩わ
れる 。

こ
れに
たい
し 、
周
思
来ら
は 、
こ
うし
た
寧

の
台
頭
を
抑え 、
同
時に
米yニ
正
面
作
戦の
P

ス
ク
を
遊げる
意味か
ら
も 、
六
九
年
七
月
の

つクァ
ム－
F
ク
ト
HYン」
以
来
示
さ
れて
い
た ‘

ア
メ
p
カ
の
対
中
接
近へ
の
シ
グ
ナル
を
受けい

れ 、
米
中
接
近の
方
向へ
歩み
だ
し
て
いっ
た 。

こ
の
転
換は 、
軍
事
的
緊
張に
よっ
て
こ
そ
地
位

を
大
幅に
碗
保し
うる

寧
官僚に
は
受けい
れ
が

たい
こ
と
で
あ
p 、
中
国
を
め
ぐる
国
際
環
境の

全
般
的な
緊
張
緩和
を
回
避
する
意味か
ら
も 、

軍
幹部は
米
中
接
近に
抵
抗し
た
もの
と
恩わ
れ

る 。
こ
うし
た
対立の
錦みに
おい
て 、
林
彪ら

軍
幹部は 、
『
予
防
ク
ー

デ
タ
ー」

的
失
墜
を
よ

ぎな
く
さ
れて ．いっ
たの
か
もし
れ
ない 。
い
ず

れ
に
せ
よ
林
彪
異
変は 、
文
化
大
革命が
生
み
だ

し
た
深
刻
な
矛
盾
を
み
ずか
ら
さ
ら
け
出し 、
文

化
大
革
命の
大い
な
る
虚
妄を
物
語る
こ
と
と
な

っ
た 。
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文
化
大
革
命の
結
末が 、
林
彪
異
変とい
う
深

刻な
政
治
的
矛
盾と
なっ
て
露
呈し
た
中
閣が 、

つ
ぎに
どの
よ
うな
か
た
ち
で
新しい
政
治
体制

を
確
立
する
の
か 、
多くの
注
目が
集まっ
て
い

た一
九七
三
年
八
月、
中
国
共
産
党十
金
大
会

（
第十
回
全
国
代
表
大
会）
が
開
催
さ
れ
た 。

十
金
大
会
は、
周
恩
来の
政
治
報
告、
王
洪
文

の
党
規
約
改正
報
告を
採
択し 、
林
彪
を
毛
主
席

の
後
継
者
と
定
め
た
九
金
大
会
の
党
規
約
を
改
正

し
て、新しい
党規約を採
択
する
と
と
もに 、

新しい
中
央リ
ー

ダ
ーシ
ッ
プ
を
選
出し
た
が 、

中
央
委
員
会
主
席に
は
当
然の
こ
と
な
が
ら
毛
沢

東を 、
そ
し
て
副
主
席に
は 、
九
金
大
会の
林
彪

た
だ一
人
の
副
主－M
と
は
変っ
て、
周
思
来、
主

洪
文、康
生、業剣英、卒
徳
生の
五
人
を
選
出

し
た 。こ

の
よ
う
な
十
金
大
会
は、
林
彪
処
断
と
対
ソ

非難を
全
党を
あ
げて
お
こ
なっ
た
壮
烈
な一
大

儀
式の
観
を
忌し、
九
金
大
会
路
線か
ら
林
彪
色

15 

を一
掃し
て、
林
彪
異
変
以
来の
最
高
指
導
部に

お
け
る
人
事
的
な
岱
自
を一
挙に
組
め、
町内応
的

かつ
妥協
的な
集
団
指
導
体
制
を
形
成し
た
もの

で
あっ
た 。

十
金
大
会は 、
周
恩
来が
その
政
治
報
告に
お

い
て、林
彪
批判
を
材料に
毛
沢
京
を
「
現代の

始
皇
帝」
に
な
ぞ
ら
え
た
「八五
七一
工
程〉
紀

要」
に
公
式に
言
及し
た
こ
と
に
示
さ
れる
よ
う

に 、「
毛
沢
東
体
制
下の
非毛
沢
東
化」「
脱
文
草」

を
志
向
する
「
潮
流」
の
大
き
な
流
れ
を
確
認
さ

せ
た
が 、
一
方 、
十
金
大会と
前
後し
て
生
じ
た

孔
子
批
判・
始
皇
帝
礼
讃の
キ
ャ
ンペ
ーン

は 、

やが
て
「
批
林
批
孔」
運
励と
なっ
て
い
わ
ゆる

「
反
潮
流」
の
巻
き
返し
が
は
か
ら
れ 、
晩’
年の

毛
沢
東
体制
下
で
の
内
部
角
逐
が
ま
す
ま
す
織
烈

化し
て
いっ
た 。
外
交
的に
は一
九七
二
年
初
頭

のニ
ク
ソ
ン
訪
中に
よ
る
米
中
接
近 、
同
年
秋の

日
中
国
交
正
常
化
に
み
ら
れ
る
よ
う
に、
周
思
来

主
導の
『
国
家
外
交」
へ
の
歴
史
的
転
換が
進
ん

だ
と
は
い
え、
十
全
大
会
に
お
け
る
王
洪
文・
党

副
主
席の
出
現に
見ら
れ
る
よ
うに 、
内
政
的に

は
「
反
潮
流」
も
ま
た
無
視し
符ない
存
在で
あ

っ
た。
し
か
し、
一
九
七
三
年四
月
の
部
小
平・

副
総理
の
復
活に
見ら
れ
る
よ
うに 、

脱
文
章の

「
潮
流」
は
も
は
や
逆
転し
得
ない
もの
に
なっ

て
ゆ
く。
「
批
林
批
孔」
運
動の
な
か
で、
「
脱
文

革」
を
主
導し
た
周
恩
来
総
理の
活
躍は
七
四
年

以
降 、
その
健
康の
た
め
も
あっ
て一
時
的に
低

下し
た
が 、
そ
れ
は
「
批
林
批
孔」
運
動の
勝
利

の
た
め
で
は
な
く 、
逆に 、
こ
の
運
動は
き
わ
め

て
表
面
的な
イ
デオロ
ギ
ー－

キャ
ンペ
ーン
と

し
て
翌七
五
年一
月の
第四
期
全
人
代を
転
機と

し
て
急
速に
し
ぼ
ん
でいっ
た 。
第四
期
金
人
代

は
懸
案の
新
窓
法
を
採
択し（
張
山本
橋
提
案） 、
党

の一
元
的
指
導が
強
調
さ
れ
た
が 、
他
方で
は
周

恩
来が
政
府
活
動
報
告に
おい
て
「
農
業・
工
業

・
国
防・
科
学
技
術の
現
代
化」
（「四つ
の
現
代

化」）
を
初
めて
公
式に
提
示し 、
毛
沢
東
以
後へ

の
方
向を
示
唆し
た。

し
か
し
全
人
代
開
催
直
後か
ら
文
革
派は
プロ

レ
タリ
ア
独
裁
理
論
学
習
運
動を
強
化し 、
周
思

来・
部
小
平
主
導
型の
「
潮
流」
へ
の
「
左
か
ら

の
巻
き
返し」
を
は
かっ
た
の
で
ある 。
こ
うし

た
状
況の
な
か
で
同
年
瓦に
生
じ
た
杭
州
事
件

（
労
働
者の
賃上
げス
ト）
を
契
機に
部
小
平
副

総
理
ら
は
「
総
綱
論」「
工
業三
十
条」
「
科
学
院

提綱」
と
いっ
た
「
四つ
の
現
代
化」
の
た
め
の

綱
領
的プロ
グ
ラム
を
内
部
的に
作
定し 、
文
草

�－ 一 一 一一一一一一一同市町四日間柑叩回世間再開踊町一瞬珊掴担問問哨活容器醒盤面理
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路
線か
らの
転
換を
「四
つ
の
現
代
佑」
を
照
準

に
推
進し
よ
うと
し
た。
こ
うし
た
方
向
へ
の

「左
か
らの
巻
き
返し」
が
同
年八
月
以
降の
『
水

漏
伝』
批
判で
あ
り、
右の
綱
領
的プロ
グ
ラ
ム

は
「三
株
諜
草」
と
し
て
批
判
さ
れ
た。

こ
うし
た
内
部の
織
烈
な
角
逐の
な
か
で、
翌

七
六
年一
月
八
日、
周
思
来
総
理
はつ
い
に
病に

艶れ
たの
で
あ
る。
だ
が
周
思
来
葬
儀に
お
い
て

弔
辞を
読
ん
だ
邸
小
平
副
総
理
は
あ
えて
「四
つ

の
現
代
化」
路
線の
継
承
を
文
革
派リ
ー
ダー
の

面
前で
撃っ
た
が、
こ
の
こ
と
が
毛
沢
東
家
父
長

体
制
下の
文
章
派
側
近
を
大い
に
苛
だ
た
せ、

「
悔い
改め
よ
うと
し
ない
察
特
派」
を
激し
く
批

判
する
「
走
資
派」
批
判の
キ
ャ
ンペ
ーン
が
七

六
年二
月
初
句か
ら一
斉に
展
開
さ
れて
ゆ
く。

し
か
し、
同
年四
月
五
日、
こ
うし
た
n
逆
流H

〈
反
潮
流）へ
の
大
衆
的
反
乱と
し
て
起こっ
たの

が
驚
天
動
地の
天
安
門
事
件で
あ
り、
部
小
平は

こ
の
事
件の
責
任を
問わ
れて
再
び
失
脚し
て
い

っ
た。
と
は
い
え、
の
ちに
天
安
門
事
件の
評
価

が
逆
転し、
『
偉大な
四・
王
運
動」
と
し
て
称

讃
さ
れ
た
よ
うに、
天
安
門
事
件こ
そ
毛
沢
東
家

父
長
体制
下に
お
ける
大
衆
反
乱の
ク
ラ
イマ
ッ

ク
ス
で
あ
p、
中
国の
政
治
社
会に
お
ける
民
営

の
極
限
的な
表
出
で
も
あっ
た。

第七節
非毛沢東化
｜｜「聞か

れた中国」への転換

こ
うし
た
状
況の
な
か
で
同
年七
月
初
句に
は

朱
徳が
没し1
七
月
下
旬に
は
河
北
大地
震が
起

こっ
て
民
衆の
心
理
的
動
揺が
生じ
て
い
た
九
月

九
日‘
毛
沢
東
主
席はつ
い
に
逝っ
た。
そ
し
て
毛

沢
京の
死を
決
定
的な
転
機と
し
て、
一
O
月七

日
に
は
い
わ
ゆ
る「四
人
組」（
主
挟
文、
張
春
橋、

江
背、
挑
文
元）
が一
挙に
打
倒
さ
れる
とい
う

北
京
政
変が
起こっ
た。
北
京
政
変
は、
「四
人

組」
ら
文
草
左
派と
華
国
鋒、
在
来
興ら

文革本
派

（
もし
くは
文
革
派
上
海
グル
ープ
と
非
よ
海
グ・

ル
lプ）
との
権
力
継
承を
め
ぐる、
H
宮
廷
輩・

命u
的
色
彩を
帯
び
た
「
予
防
ク
ー
デ
タ
ー」
で

あっ
た
が、
積
年の
文
革
型
政
治に
たい
する
中

国
民
衆の
不
満を
背
景に
華
国
鋒
体
制が一
挙に

形
成
さ
れ、
北
京
政
変と
同
じ
日
に
党主
席の
地

位に
つ
い
た
事
国
鋒は
毛
沢

東後継
者と
し
て
の

正
統
性
を
毛
沢
東
〈
遺
訓〉
に
よっ
て
誇示し
よ

うと
し
た。

や
が
て
翌七
七
年七
月、
中
国
共
産
党
第＋
期

三
中
会
会で
部
小
平は
再
復
活
を
遂
げ、
同
年八

月の
中
国
共
産
党
十一
金
大
会で
は、
新
し
い

党
規
約の
な
か
に
「四
つ
の
現
代
佑』
が
明
記
さ

れ
た。
こ
うし
て
「四つ
の
現
代
化」
は
脱
文
寧

の
表
象と
なっ
た
ば
か
p
で
な
く、
翌七
λ
年二

月の
第五
期
金人
代
第一
回
会
議で
は
華
国
鋒
政

治
報
告の
な
か
の
「
国
民
経
済
発
展
十カ
年
計
函

（一
九七
六
I
八
五
年
ご
と
し
て
具
体
化
さ
れ、

中
国の
新し
い
国
家
目
標と
なっ
た。
し
か
し、

七
λ
年
前
半の
い
くつ
か
の
重
要
会
議で
は
部
小

平
が
もっ
ぱ
ら
「四
つ
の
現
代
化」
を
強
調し
た

の
に
た
い
し、
掛中
国
鋒は
依
然と
し
て
『毛
沢
東

思
想」
『
階
級
闘
争」
そ
し
て
文
草
路
線と
し
て

の
「
エ
撲は
大
鹿に
学び、
操
業は
大
築に
学
ぼ

う」
の
スロ
ー
ガ
ン
を
強
調
する
とい
う
状
祝
が

露
呈し
て
い
た。

こ
うし
た
曲
折を
経て
「
四
つ
の
現
代
化」
が

統一
的な
国
家
目
標と
し
て
最
後
的に
定
着し
た

の
は
七
八
年一
二
月の
中
国
共
産
党
十一
期三
中

全
会に
おい
て
で
あっ
た。
十一
期三
中
全
会で

は
華
国
鋒
主
席らの

文柳生相
派の
D
l
ダ
！
が

「
自
己
批
判」し
た
と
伝
え
ら
れて
い
る
が、
そ
れ

に
か
わっ
て
古
くか
らの
経
済
幹
部・
陳
雲が
党
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治

副
主
席に
琳補
選
出
さ
れ、

同時に
泌
総
快、
陶

鋳
ら
毛
沢
東
体
制
下
で
の
失
脚
者
の
評
価
が
公
式

に
逆
松し、
天
安
門
事件の
評
価
も
正
式
に
改
め

ら
れ
た。
し
か
もこ
う
し
た
三
中
全
会
に
い
た
る

寵
前に
は、
七
八
年一
一
月
中
句
以
来の
大
字
組

に
よ
る
激し
い
「
毛
沢
東
批
判」
や
「
民
主
化」

要
求の
キ
ャ
ンペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あっ

た。
だ
が、
こ
うし
て
「
四
つ
の
現
代
化」
が
定

着
する
や、
そ
れ
は
もは
や
政
治
闘
争の
スロ
ー

ガン
で
は
あ
り
得
な
く
な
り、
実
行
可
能な
プ
ロ

グ
ラム
と
し
て
の
調
整が
は
や
く
も三
中
全
会で

は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る。
や
が
て
七
九
年
六
t
七

月の
第五
期
全
人
代
第二
回
会
議で
は
「
四
つ
の

現
代
他」
を「
調
設、
改
革、
整
頓、
向
上」
さ
せ

る
とい
う
名
目
で
の
規
模
縮
小
が
決
定さ
れ
た。

今
回の
会
人
代で
は
同
時
に
社
会
主
義
的
民
主

の
制
度
的
保
障を
求
め
る
法
制
化
が
す
す
め
ら

れ、
い
か
な
る
指
導
者
も
超
法
規
的
存
在で
は
あ

り
得ない
こ
と
が
強
調
さ
れ
て、
刑
法、
刑
事
訴

訟
法、
人
民
法
院
組
織法、
人
民
検
察
院
組
織
法

な
ど
が
外
悶
資
本の
潜
入
を
規
定
し
た
中
外
合
資

経
営
企
業
法
と
と
もに
採
沢
さ
れ、
同
時に
文
部

期
に
成
立
し
た
臨
時
椛
力
機
構
と
し
て
の
地
方
革

命委以会は地
方
人
民
政
府に
改
められ 、省

3女第一ttlli 

長、
市
長、
県
長
な
ど
の
職
名が
復
活し
た。
非

毛
沢
東
化
は
こ
うし
て
制
度と
し
て
も
実
現し
は

じ
め
た
の
で
あ
る。
こ
うし
た
法
制
化
運
動の
リ

ー
ダ
ー
が
か
つ
て
の
文
化
大
革
命の
受難
者・
MW

其で
あ
る
こ
と
も
印
象
深
く、
こ
の
こ
と
は、
中
国

の
社
会
主
義
建
設
を
大
衆
闘
争
的なレ
ベ
ル
か
ら

「
人
民
民
主」
の
制
度
的
保
障へ
と
転
換
さ
せ
な

い
か
ぎ
り、
中
国
社
会の
安
定は
あ
り
得
ない
と

い
う
深
刻な
反
省に
も
と
づ
く
もの
で
あっ
た。

第五
期
金
人
代
第二
回
会
議で
は
さ
ら
に、
楽

図
録
政
府
活
動
報
告、
余
秋
里
経
済
計
間
報
告、
張

勤
夫
決
算・
予
算
報
告、
お
よ
び
国
家
統計
局
発
表

に
よっ
て
経済
統計数
字
が久々に
公表
さ
れ、

中
国
経
済の
概
要が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た。

こ
う
し
て
中
国は
建
国三
O
周
年
を
迎
え
た
今

日、
た
ん
に
文部
期の
受
難
者が
従
活し
たの
み

な
ら
ず、
毛
沢
東
政
治の
犠
牲
者が
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
従
活
な
い
し
は
名
誉
回
復し
つ
つ
あ
る。
中

国の
現
指
導
者は一
九
五
五
年
後
半の
急
淑な
農

業
集
団
化
以
来の
毛
沢
東
政
治
をい
ま
や
ト
ー
タ

ル
に
悶い
班
そ
うと
し
て
い
る
と
い
え
よ
う。

こ
うし
て
中
国
は
い
ま、
建
国三
O
年に
し
て

巨
大な
転
換
を
遂
げつ
つ
あ
る
の
だ
が、
こ
の
転

換は、
い
わ
ば
「
毛
沢
東
思
想」
を
建
国の
理
念

と
し
て
き
た
中
闘に
とっ
て
の
未
刊
有の
転
換を

意
味
する
もの
で
あ
る
だ
け
に、
そこ
に
含
ま
れ

て
い
る
矛
盾
も
ま
た
き
わ
め
て
動
態
的で
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ない。
し
か
し、
い
ま
や
「
閉
ざ

さ
れ
た
中
図」
か
ら
『
聞か
れ
た
中
悶」
へ
の
歴

史
的
移
行を
経
過し
つ
つ
あ
る
中
図
に
と
っ
て

は、
脱
文
革・
非
毛
沢
京
化の
潮
流を
再
び
逆
流

さ
せ
る
こ
と
は、
こ
の
闘の
国
家
的・
社
会
的
要

絡に
照
ら
し
て
も
もは
や
不
可
能で
あ
p、
こ
の

点で
も
穏歩と
急
進の
往
復
循
環は
もは
や
あ
り

得な
い
よ
うに
思わ
れ
る。

一
方、一
九
七
0
年
代に
入つ
て
の
米
中
接
近、

日
中
関
係の
変
化
は、
周
知の
よ
うに
七
八
年
λ

月の
「
覇
権」
条
項
入
り
日
中
平
和
友
好
条
約の

締
結、
七
九
年一
月の
米
中
国
交
樹
立へ
と
す
す

ん
だ。
こ
うし
た
状
況
と
反
比
例し
て
激
化し
た

中ソ
対
立
は、
七
九
年二
月
中
旬
以
降の
街
般
的

な
中
越
戦
争
を
経て
同
年三
月
下
旬の
中
国
側に

よ
る
中
y
友
好
同
盟
相
瓦
援
助
条
約
破
棄
通
告へ

と
股
閲し、
もは
や
板
限
状
況
に
い
たっ
て、
や

が
て
中y問係改静
のた
め
の
外交交渉が日程

に
の
ぼ
り
は
じ
め
て
い
る。
そ
れ
だ
け
に、
λ
0

年
代の
中
国
内
政
が
示
ナで
あ
ろ
う
非
毛
沢
東
化

の
よ
p一
一胞の
進
展
と
と
もに
中
y
対
立の
イ
デ

』一一一一一一一一一一一一一一一－…一一一一回目町一一一一一四一四一一皿市宮町一晴樹寺町捕時醐
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オロギ！論争的側面におけるギャップは縮

小してゆくであろう。このことは中y関係

改
訟へ
の
内
的
条
件
も
ま
た
成熟
し
つ
つ
あ
る
こ

と
で
あ
p、
こ
の
点
で
も
建
国
三
O
年
は一
つ
の

エ
ポ
ッ
ク
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う。

（
迫
記・
七
0
年
代
以
降の
政
治
過
程に
つ
い

て
詳し
くは
吋
中
国
総
覧』
一
九七
三
年
版、
七

第二章
中国共産党

』噌43－恥内μ
＆同月－hnH
概

況

一
丸七
七
年七
月、
部
小
平が
再
復
活し
た
あ

と、
一
九七
九
年七
月
までの
二
年
間に、
第十

一
期
中
国
共
産
党
中
央
香
員
会は、
ニ
中
全
会と

三
中
全会を開い
た。ζ
れ
は、
そ
れぞ
れ
第五

期全国人民代表大会（全人代〉の第一回会

議と第二
回
会議を準備し
た
もの
であっ
た。

この期間の中国共産党を特徴づけたもの
五
年
版、
七
八
年
版の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
たい。）

〈巻考文献V
中的街雄『現代中国
論liイデオロギー

と
政
治の
内
的
考・銭』
（
青
木
書
店、
一
丸六

四
年
初
版、
一
九七一
年
増
補
版〉
、
同
『
中

国
文
化大革命
11食料と
分析』（弘
文

堂、
一
九
六
六
年）、
同
『中
図
像の
検
挺』

は、
第一
に、
党
中
央
安
員
会の
改
選は
な
かっ

た
もの
の、一ニ
中
全
会に
おい
て、
副
主
席、
政

治
局
長の
補
選が
おこ
な
わ
れ、

党中央
機
構の

再
建が
進
み、
一
般
行
政
区の
第一
番
記
が
更
迭

さ
れ
る
とい
う
人
事
異
動が
進
ん
だ
こ
と
で
あ

る。第二
に、
その
過
程で、
ニ
中
全
会
当
時、
中

国
共
産
党を
代
表
する
の
は
華
国
鋒
（
党
主
席
兼

首
相）
であっ
た
が、一ニ中
全会に
おい
て
は、

も
は
や
事
国
鋒
と
は
い
え
な
く
なっ
た。
つ
ま
p

都圏鋒の指納得権の低下と部小平の指噂権の

強化という政治持
部械の推移が表面化した

,.1 

．
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（中央
公
論
社、
一
九七
＝
年）、
同
『
現
代

中
国と
国
際
関
係』
（日
本
能
率
協
会、
一
九

七
三
年）、
同
『
中y
対
立
と
現
代
ll
戦
後

ア
ジ
ア
の
再
考袋』
（
中
央公
論
社、
一
九七

λ
年）。

（中崎
嶺
雄）

の
で
ある。

第三
に、
一
九七
五
年一
月の
第四
期
金
人
代

第一
回
会
議で、
周
思
来
首
相の
政
府
活
動
報
告

で
最
初に
提
唱
さ
れ
た
『四つ
の
現
代
化」
路
線

が一
九七
λ
年二
月二
六
日
か
ら三
月
五
日
まで

開か
れ
た
第五
期金
人
代
第一
回
会
議
に
よ
っ

て、
『
国
民
経
済
発
展
十
カ
年
計
画」
（一
九七

六
t
λ
王
年）
と
し
て
具
体
的に
ス
ター
ト
し
た

もの
の、
】ニ
中
全
会に
おい
て
根
本
的な
再
検
討

が
加え
ら
れ、
一
九七
九
年と一
九
λ
O
年の
二

年
間を
翻
控
期と
する
方
針が
決
定
さ
れ
た。

三
中
全
会の
図
民
経
務
調
盤の
方
針は、
全
人

匝鴨苫明主’苧可＇··�.. -
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事

代
第
二

回
会
議
で
さ
ら
に
一

年
延
長
さ
れ、

七
九

t
八一年の
三年
間を捌盤
期と
する
こと
に
な

っ
た。
郁
凶
鈴の
政
府
活
動
報
告で、
調
整の
た

め
の一
O
W明
日の
措
股が
提
案、
決
定
さ
れ
た。

こ
の
結
糸、
当
而、
中
国は
農
業、
軽工
業
を
優

先し、
部本述設を縮小した経済政策を進

め、
その
成扱
に立
ヮ
て、
λ
二年
からの
長
期

川町制が
作
成
さ
れ
る
こと
に
な
った。

鎖国
に、
この
期
間
に、
大賊
逃・
人
民公社

化巡
助、
文
化
大

都命
の
過程で
追
放
さ
れた
旧

幹部の従活、
名品。μ回復が進み、
毛沢東路線

の災質的な批判が袋町化した。
全人代第二

回会識における革命委員会廃止の決定は、

その象徴的
な
反
映
であっ
た。一
方、
一
九
七

八
年
一
一

月、

北
京
で
股
閲
さ
れ
た

壁
新
聞
運
動

以
陣、

活
発
化
し
た
民
主
化
傾
向
は、

三

中
全
会

以後、
抑制局聞に入った。

ifi �J,{ '-I�・i:b·i19 

第二節
二中全会と第五期全人代

てニ中全会

一一
中全会
は、一
九
七
八年
二

月一
八
日
か
ら

ニ
三
日ま
で
北
京で
開か
れ
た。
二
月二
三
日
発

表
さ
れた
公
報に
よる
と、
会議
は

帯図
録の
主

宰で
開
か
れ、副主
席の楽剣茶、郵小平 、半

先念、
在来興と、
政治局のその他の同志、

中
央
委
員、
中
央
委
員
候
補が
出
席し
た。
公
報

は、
ニ
中
全会の
任
務とし
て、
「
政治
面、思

想
面、
組
織
面
か
ら、
第五
期
金
人代と
人民政

治協商会議第五期全国委員会の勝利の開催

のために必要な諸般の準備を整えることで

あった」と規定した。

公
報
は、当
面の情勢
につい
て
「
十一
金大

会と一中全会以来の半年の問に、
わが国の

すばらしい情勢は、
またも新たな発展を見

せた。
カ
ナ
メ
をつ
か
んで
国を治
めると
い
う

要求は、
すでに勝利のうちに実現され、
状

況は予想以上にすばらしい。
主洪文・接指

椅
・

江
背
・

挑
文
元
”
四
人
組
H

反

党集
団
を

摘

発
・

批
判
す
る

闘
争
は

体大
な
勝
利
を
収
め
た
。

わ
が
国の
政
治、

経済、
wm
帯、
文
化の
各
分
野

にきわめて大きな変化が起きている。
今年

に

入
ワ

て
か
ら
各
分
野
の

情
動
は
一

周
す
ば
ら
し

く
な
っ

て
い
る
。

広
純
な

幹部
と
人
民
大
衆
は

替

ぴ男み、
気持ちものびのびと、
社会主総的

積極性をこれまでになくつのらせ、
安定・

団
結
し
て

社
会
主
義
に

大
い
に

取
p
組
む
と
い

う

新し
い局
面
が
あらわ
れ
ている
」との
べ
て
い

叩匂。公
報
は第五
期
金
人
代
開催の訟栽
に
つ
い
て

「第五
期
金人
代の
開
仰の
条件
は

すで
に完全

に
・臨っ
た。
間
も
な
く
閃
か
れ
る
第五
期
金
人
代

は、
震
喪
な
歴
史
的
責
務
を
担っ
て
い
る。
そ
れ

は、
毛
主
刷
の
伶
大
な旗
印を向
く掲
げ、
十一

金大会の路線を
釘徹し、
”四人組uの流し

た容刑判と影併をより一段と排除し、
プロレ

タリア階級独裁を打ち問め強化し、
社会主

義的民主を発扮し、
すべての制駆的．製紫を

動只し、
結集
で
き
る
す
べ
ての
カ
を結強し、

す
ば
ら
し
い
情
勢
を
発
展
さ
せ
て、
わ
が
悶
を
現

代化された
体大な社会主義の強閣に築きあ
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